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は
じ
め
に

　
『
愚
管
抄
』
巻
五
に
は
、

　
　

 

保
元
元
年
七
月
二
日
、
鳥
羽
院
ウ
セ
サ
セ
給
テ
後
、
日
本
国
の
乱
逆
ト
云

コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
、
ム
サ
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
ナ
リ
。

と
あ
り
、
平
安
末
〜
鎌
倉
初
期
の
人
で
あ
る
慈
円
（
一
一
五
五
〜
一
二
〇
五
）

か
ら
見
て
、
保
元
の
乱
（
一
一
五
六
年
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
平
治
の
乱
（
一
一

五
九
年
）、
治
承
・
寿
永
内
乱
と
続
く
中
で
、
平
氏
の
専
制
や
鎌
倉
幕
府
の
成

立
な
ど
、
公
家
と
並
ぶ
武
家
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
を
的
確
に
述
べ
た
評
言
で

あ
る
。
そ
の
端
緒
と
な
る
保
元
の
乱
に
関
し
て
は
、
鳥
羽
院
政
期
（
一
一
二
九

〜
一
一
五
六
）
に
様
々
な
対
立
が
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
要
因
が
大
き
く
、
こ
れ

は
都
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
久
寿
三
年
（
一
一
五
五
）
に
武
蔵
国
で
勃
発
し
た

大
蔵
合
戦
が
保
元
の
乱
の
前
哨
戦
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
至
る
地
方
に

お
け
る
諸
関
係
の
伏
流
・
顕
在
化
の
様
相
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
天
慶
の
乱
に
始
ま
る
武
者
の
生
成
・
展
開
や
源
平
両
氏
の
動

向
を
検
討
し
、
国
衙
機
構
の
分
析
に
関
連
し
て
、
在
庁
官
人
と
武
力
の
保
持
に

関
わ
る
相
撲
人
・
武
者
の
存
在
形
態
な
ど
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
鎌
倉

幕
府
を
開
く
源
頼
朝
に
つ
な
が
る
河
内
源
氏
に
つ
い
て
は
、
源
頼
義
・
義
家
父

子
が
関
与
し
た
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
ま
で
を
考
究
し
て
い
る
。
義
家
は
「
武

士
の
棟
梁
」
と
喧
伝
さ
れ
、
坂
東
の
源
氏
家
人
と
の
紐
帯
を
強
め
、
鎌
倉
幕
府

成
立
に
結
実
す
る
河
内
源
氏
の
一
つ
の
到
達
点
を
築
い
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、

近
年
で
は
義
家
の
位
置
づ
け
や
坂
東
の
家
人
と
の
関
係
は
大
き
く
見
直
さ
れ
て

お
り
、
義
家
段
階
で
は
そ
の
よ
う
な
達
成
や
安
定
性
は
構
築
さ
れ
て
い
な
い
と

す
る
見
解
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
後
三
年
合
戦
以
後
の
源
義
家
や
源
平
両
氏
の
動
向
、
国

衙
支
配
の
様
相
と
対
立
の
惹
起
な
ど
、「
武
者
の
世
」
の
到
来
に
つ
な
が
る
要

因
を
自
分
な
り
に
整
理
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
治
承
・
寿
永
内
乱
に
関
し
て

は
、
各
地
域
の
対
立
が
全
国
的
に
顕
現
す
る
中
で
大
々
的
に
展
開
し
た
も
の
と

す
る
理
解
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
「
源
平
合
戦
」
の
枠

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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組
み
で
把
握
す
る
の
が
よ
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
「
俯

瞰
的
・
総
合
的
」
に
考
え
る
糸
口
と
し
て
、
そ
の
前
段
と
な
る
保
元
の
乱
に
至

る
状
況
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
を
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
源
平
両
氏
に
留

ま
ら
な
い
武
家
社
会
成
立
の
意
義
を
考
究
す
る
上
で
も
、
地
域
の
動
向
は
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
う
し
た
事
象
に
目
配
り
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
慈
円
は
「
ム
サ
」、
武
者
と
称
し
て
お
り
、『
愚
管
抄
』
に
は

「
武
士
」
の
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
の
古
記
録
・
古
文
書
に
よ

る
と
、「
武
士
」
の
語
は
十
一
世
紀
末
の
『
中
右
記
』
く
ら
い
か
ら
散
見
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
以
前
は
「
武
者
」
が
一
般
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
の
「
古
記
録
・
古
文
書
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を

参
照
）。
し
た
が
っ
て
私
は
史
料
用
語
に
即
し
て
十
世
紀
〜
十
一
世
紀
は
「
武

者
」
と
し
て
表
示
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
源
義
家
や
今
回
の
考
察
対
象
の

時
期
は
「
武
士
」
の
語
の
出
現
が
見
ら
れ
、「
武
者
」
か
ら
「
武
士
」
へ
の
変

化
の
意
味
合
い
如
何
に
も
留
意
し
た
い
。

一　

河
内
源
氏
と
伊
勢
平
氏

　

ま
ず
や
は
り
武
家
社
会
形
成
の
主
軸
と
な
る
源
平
両
氏
の
動
向
を
見
る
こ
と

か
ら
始
め
る
。
源
氏
で
は
清
和
源
氏
の
祖
経
基
王
―
満
仲
か
ら
頼
信
―
頼
義
―

義
家
―
義
親
―
為
義
―
義
朝
―
頼
朝
と
続
く
河
内
源
氏
、
平
氏
で
は
武
家
の
桓

武
平
氏
の
祖
高
望
王
―
国
香
―
貞
盛
か
ら
維
衡
―
正
度
―
正
衡
―
正
盛
―
忠
盛

―
清
盛
と
つ
な
が
る
伊
勢
平
氏
の
展
開
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

01
『
中
右
記
』
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
十
月
二
十
三
日
条

前
陸
奥
守
義
家
朝
臣
、
若
狭
守
《
藤
原
》
敦
兼
被
レ

聴
二

一
院
昇
殿
一

。（
中
略
）

義
家
朝
臣
者
、
天
下
第
一
武
勇
之
士
也
。
被
レ

聴
二

昇
殿
一

、
世
人
有
下

不
二

甘
心
一

之
気
上

歟
。
但
莫
レ

言
。

02
『
中
右
記
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
七
月
十
六
日
条

（
上
略
）
一
日
比
陸
奥
前
司
源
義
家
朝
臣
卒
去
。
義
家
者
故
頼
□
〔
義
〕
長
男
。

経
二

下
野
・
陸
奥
国
等
守
一

、
位
至
二

正
下
四
位
一

、
為
二

院
殿
□
〔
上
〕
人
一

。
武

威
満
二

天
下
一

誠
是
足
二

大
将
軍
一

者
也
。
又
上
野
前
司
藤
原
敦
兼
朝
臣
卒
去
〈
年

六
十
人
、
位
正
下
四
位
〉。
故
明
衡
長
男
也
。
後
冷
泉
院
御
時
給
二

学
門
〔
問
〕

料
一

、
後
三
条
院
御
時
歴
二

蔵
人
・
□
□
〔
式
ア
〕
丞
一

、
式
部
巡
任
二

上
野
一

。

秩
満
之
後
已
歴
二

数
年
一

卒
去
也
。
天
下
属
文
之
人
莫
レ

非
二

弟
子
一

。
文
武
之
道

共
以
陵
遅
歟

03
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
正
月
二
十
九
日
条

（
上
略
）
故
義
家
朝
臣
年
来
為
二

武
士
長
者
一

、
多
殺
二

無
レ

罪
人
一

云
々
。
積
悪
之

余
遂
及
二

子
孫
一

歟
。
未
レ

聞
下

本
在
二

京
都
一

身
任
二

朝
家
一

子
孫
及
中

如
レ

此
罪
上

。

（
下
略
）

　

史
料
01
〜
03
は
い
ず
れ
も
『
中
右
記
』
の
記
主
藤
原
宗
忠
に
よ
る
源
義
家
に

対
す
る
評
言
で
、
01
は
白
河
院
の
院
殿
上
人
に
な
っ
た
際
の
も
の
、
02
は
死
去

時
、
03
は
子
義
親
が
濫
行
に
よ
り
平
正
盛
に
討
伐
さ
れ
た
際
の
義
親
略
伝
の
一

部
で
あ
る
。
公
戦
で
あ
っ
た
前
九
年
合
戦
と
は
異
な
り
、
後
三
年
合
戦
は
私
戦

と
さ
れ
た
の
で
、
義
家
は
砂
金
な
ど
の
済
物
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
ず
（『
中

右
記
』
永
長
元
年
〔
一
〇
九
六
〕
十
二
月
十
五
日
条
、
承
徳
元
年
〔
一
〇
九

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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備考：『尊卑分脈』、『延慶本平家物語』附載「坂東平氏系図」、「桓武平氏諸流系
図」、北酒出本『源氏系図』などを勘案して作成。

（桓武平氏）

桓武天皇――葛原親王――高見王―高望王――

―――――――――――――――――――――

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

―国香――貞盛――維衡――正度――正衡――正盛――忠盛――清盛――重盛

―忠正 ―宗盛

―繁盛――兼忠――維茂――繁成――貞成――永基――助岡――助永

（維良） 〔城〕―助職

（長茂）

― ―維幹――為幹――繁幹――致幹〔多気〕

〔常陸大掾氏〕 （重幹）―清幹〔吉田〕

―忠幹〔行方〕

―成幹〔鹿島〕

―良文――忠頼――将恒――武基――武綱――重綱――重弘――重能――重忠

〔秩父〕 〔畠山〕

―武常――常家 ―有重

〔豊島・葛西〕 〔小山田・稲毛〕

―重隆――能隆――重頼

〔河越〕

―重継――重長〔江戸〕

―忠常――常政――常永――常時――常澄――広常〔上総〕

（晴）

―常兼――常重――常胤〔千葉〕

―頼尊――常遠――常家――常宗――宗平――実平〔土肥〕

〔中村〕―宗遠〔土屋〕

―忠道――為道――為継――義継――義明――義宗――義盛〔和田〕

（公義） （吉次）―義実 ―義澄――義村〔三浦〕

―致成――景成――景正――景経――景忠――景能〔懐嶋〕

（宗）―景親〔大庭〕

―景長――景時〔梶原〕

（清和源氏）

清和天皇――貞純親王――

――――――――――――

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ

〔摂津源氏〕

――経基――満仲――頼光――頼国――頼綱――明国――行国――頼盛――行綱

―仲政――頼政――仲綱

―国房――光国――光信――光基〔美濃源氏〕

〔大和源氏〕

―頼親――頼成

―頼房――頼俊――頼治――親弘――親治〔宇野〕

―頼遠〔陸奥の石川氏〕

〔河内源氏〕

―頼信――頼義――義家――義親――為義――義朝――義平

―義忠 ―頼朝

―義賢――義仲

―頼賢

―義国――義重〔新田〕

―義康〔足利〕

―義時〔石川〕

―義綱――義明

―義光――義業――昌義――隆義〔佐竹〕

―義宗

―義清――清光――信義〔甲斐源氏〕

―盛義〔平賀・大内〕

―親義〔岡田〕

―頼清――仲宗――顕清〔村上〕

―家宗――家俊――宗信――義宗――家国

―満政――定宗――重宗――重実――重遠――重直――重満〔山田〕

―重時 ―重成 ―重頼〔葦敷〕

〔八島〕

図１　源平両氏の略系図
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七
〕
二
月
二
十
五
日
条
）、
陸
奥
守
の
受
領
功
過
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
ま
ま
に
、「
浪
人
」
状
態
が
続
く
。
こ
の
間
、
義
家
は
源
氏
長
者
の
左
大
臣

源
俊
房
に
接
近
し
た
よ
う
で
あ
る
が
（『
古
事
談
』
巻
四
―
一
八
）、
俊
房
は
白

河
院
の
直
系
皇
統
構
築
に
対
抗
す
る
実
仁
・
輔
仁
親
王
（
母
源
基
子
）
を
支
持

し
、
白
河
院
か
ら
警
戒
さ
れ
て
い
た
の
で
、
義
家
も
院
の
信
頼
す
る
と
こ
ろ
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。
白
河
院
は
弟
義
綱
を
重
用
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
義
家
と

義
綱
は
郎
等
同
士
の
対
立
か
ら
一
触
即
発
で
合
戦
間
際
に
な
り
、
世
間
騒
動
を

惹
起
し
て
い
る
（『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
五
年
〔
一
〇
九
一
〕
六
月
十
一
・

十
二
日
条
）。

　

そ
の
後
、
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
に
義
綱
が
延
暦
寺
と
紛
擾
を
起
こ
し
た

た
め
、
都
の
武
力
と
し
て
義
家
へ
の
依
存
も
企
図
し
た
の
か
、
義
家
は
「
院
御

気
色
」
に
よ
っ
て
受
領
功
過
定
を
通
過
し
（『
中
右
記
』
承
徳
二
年
正
月
二

十
・
二
十
三
・
二
十
六
・
二
十
七
日
条
）、
01
の
院
昇
殿
を
許
さ
れ
た
次
第
で

あ
る
。『
梁
塵
秘
抄
』
の
今
様
に
「
鷲
の
住
む
山
に
は
、
な
べ
て
鳥
は
住
む
も

の
か
、
同
じ
き
源
氏
と
申
せ
ど
も
、
八
幡
太
郎
は
恐
ろ
し
や
」（
四
四
四
）
と

謳
わ
れ
、
01
に
も
「
天
下
第
一
武
勇
之
士
」
と
認
知
さ
れ
た
義
家
で
あ
る
が
、

貴
族
の
目
か
ら
は
受
領
を
歴
任
す
る
諸
大
夫
ク
ラ
ス
で
、
内
裏
で
は
な
く
院
の

昇
殿
で
あ
っ
て
も
、「
世
人
有
下

不
二

甘
心
一

之
気
上

歟
」
と
い
う
秘
や
か
な
反
発

を
抱
か
れ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
02
に
「
武
威
満
二

天
下
一

」、
03
に
「
年

来
為
二

武
士
長
者
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
義
家
の
武
勇
は
認
め
ざ
る
を
得
ず
、
白

河
院
が
物
怪
に
襲
わ
れ
た
際
に
義
家
の
武
具
を
枕
上
に
立
て
た
と
こ
ろ
撃
退
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
よ
う
に
（『
古
事
談
』
巻
四
―
一
九
／

『
平
家
物
語
』
巻
四
「
鵼
」
で
は
堀
河
天
皇
の
時
の
こ
と
で
、
南
殿
の
大
床
で

鳴
絃
し
て
「
前
陸
奥
守
源
義
家
」
と
名
乗
っ
た
と
こ
ろ
、
御
悩
が
快
癒
し
た
と

あ
る
）、
人
だ
け
で
な
く
、
辟
邪
の
力
を
発
揮
す
る
程
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。

　

02
で
は
ま
た
、
文
士
の
藤
原
敦
兼
の
死
去
と
合
せ
て
、「
文
武
之
道
共
以
陵

遅
歟
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
か

ら
「
武
士
」
の
語
が
出
現
し
、
文
士
と
並
称
さ
れ
る
武
士
と
い
う
位
置
づ
け
が

定
ま
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
武
士
」
の
語
の
初
見
で
あ
る
『
続

紀
』
養
老
五
年
（
七
二
一
）
正
月
甲
戌
条
に
は
、「
文
人
・
武
士
、
国
家
所
レ

重
、

医
卜
方
術
、
古
今
斯
崇
」
と
あ
り
、「
優
二

遊
学
業
一

、
堪
レ

為
二

師
範
一

者
」
と
し

て
、
明
経
・
明
法
・
文
章
・
算
術
・
陰
陽
・
医
術
・
解
工
・
和
琴
師
・
唱
歌
師
、

そ
し
て
武
芸
が
賞
賜
さ
れ
て
い
る
。
当
該
期
の
大
江
匡
房
撰
『
続
本
朝
往
生
伝
』

（
康
和
三
年
〔
一
一
〇
一
〕
以
後
ま
も
な
く
の
成
立
）
の
一
条
天
皇
条
に
は
、

「
皆
是
天
下
之
一
物
也
」
と
し
て
公
卿
ク
ラ
ス
の
人
物
に
続
い
て
、
管
絃
・
文

士
・
和
歌
・
画
工
・
舞
人
・
異
能
（
相
撲
人
）・
近
衛
・
陰
陽
・
有
験
之
僧
・

真
言
・
学
徳
・
医
方
・
明
経
、
そ
し
て
武
士
と
い
う
並
び
順
で
挙
げ
ら
れ
、
諸

芸
の
一
つ
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
変
わ
ら
ず
、
職
能
論
的
武
士
の
由
来
の
論
拠

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

論
を
義
家
に
戻
す
と
、
義
家
は
つ
い
に
前
陸
奥
守
の
ま
ま
で
、
新
た
な
官
職

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
義
家
の
長
男
義
宗
は
早
世
し
た
た
め
（『
尊

卑
分
脈
』
三
―
二
二
四
頁
）、
次
子
義
親
が
後
継
者
に
な
る
。
義
親
は
「
従
五

位
上
対
馬
守
左
兵
衛
尉
」「
母
三
川
守
《
源
》
隆
長
女
」
と
あ
り
、
源
隆
長
は

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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醍
醐
源
氏
、
盛
明
親
王
の
子
孫
で
あ
る
（
三
―
四
五
五
頁
）。
三
男
義
国
は

「
母
中
宮
亮
《
藤
原
》
有
綱
女
／
或
本
云
安
芸
守
藤
原
有
継
女
云
々
」
と
あ
り
、

藤
原
有
綱
は
北
家
内
麿
公
孫
、
永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）
三
月
二
十
二
日
卒
で
、

文
章
博
士
に
も
な
っ
て
い
る
文
人
で
（
二
―
二
〇
六
頁
）、
義
家
の
婚
姻
関
係

（
有
継
は
系
譜
不
明
）、
公
家
社
会
で
の
処
世
の
一
端
が
看
取
さ
れ
る
。
義
親
は

「
六
位
国
功
」、
即
ち
守
が
六
位
相
当
の
国
（
官
位
令
に
よ
る
と
、
下
国
の
守
は

従
六
位
上
、
中
国
の
守
は
正
六
位
下
）
に
関
す
る
成
功
に
よ
っ
て
対
馬
守
に
な

っ
た
と
い
い
（
史
料
03
上
略
部
分
）、
対
馬
は
下
国
（
延
喜
民
部
上
式
）
な
が

ら
、
刀
伊
の
入
寇
（
一
〇
一
九
年
）
後
に
は
辺
要
国
と
し
て
、「
武
芸
者
」
を

任
用
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
（『
小
右
記
』
治
安
元
年
〔
一
〇
二
一
〕

四
月
三
日
条
な
ど
）、「
天
下
第
一
武
勇
之
士
」
と
評
さ
れ
た
義
家
の
子
息
の
任

国
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
考
慮
さ
れ
た
登
用
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

04
『
百
錬
抄
』
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
七
月
七
日
条　

 

＊
『
殿
暦
』
七
月
三
・
五
日
条
も
参
照

可
レ

追
二

討
対
馬
守
源
義
親
一

之
由
宣
下
。
依
下

横
二

行
鎮
西
一

冤
中

凌
州
民
上

。

05
『
殿
暦
』
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
二
月
二
十
日
条

 

＊
同
六
月
五
・
三
十
日
条
、『
中
右
記
』
二
月
二
十
日
条
も
参
照

（
上
略
）
戌
尅
、
右
大
弁
持
二

来
大
宰
府
解
一

也
。
彼
解
云
、
殺
二

官
使
一

云
々
。

件
事
対
馬
前
司
義
親
〈
義
家
男
也
〉
并
権
守
輔
通
等
也
。
件
輔
通
、
義
家
従
也
。

件
輔
通
、
於
二

義
家
之
使
一

、
義
親
を
召
取
が
為
ニ
、
義
家
が
所
レ

遣
也
。
故
如

何
者
、
件
義
親
濫
行
を
為
レ

宗
故
也
。（
下
略
）

06
『
中
右
記
』
康
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日
条　

＊
同
十
二
月
十
八
・
二
十
七
日
条
、『
殿
暦
』
十
二
月
二
十
七
・
二
十
八
日
条
、

『
百
錬
抄
』
十
二
月
二
十
八
日
条
も
参
照

（
上
略
）
今
夕
被
レ

行
事
、
前
対
馬
守
源
義
親
流
二

罪
隠
岐
国
一

。
従
類
二
人
流
二

罪
周
防
・
阿
波
一

者
。
又
同
類
前
肥
前
守
高
階
基
実
除
名
贖
銅
。
上
卿
帥
中
納

言
〈
仲
〉。（
下
略
）

07
『
永
昌
記
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
六
月
十
日
条　

＊
『
中
右
記
』
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
九
月
五
・
十
八
・
二
十
日
条
、『
殿

暦
』
長
治
二
年
二
月
十
八
日
条
も
参
照

（
上
略
）
常
陸
国
合
戦
事
。
又
宣
二

下
春
宮
大
夫
一

。
義
光
并
平
重
幹
等
党
、
仰
二

東
国
司
一

可
二

召
進
一

之
。
義
国
令
二

親
父
義
家
朝
臣
召
進
一

之
。（
下
略
）

　

義
親
は
義
家
の
受
領
功
過
定
通
過
や
院
殿
上
人
へ
の
登
用
後
に
対
馬
守
に
就

任
し
た
も
の
思
わ
れ
る
が
、
史
料
04
〜
06
に
よ
る
と
、
鎮
西
の
地
で
濫
行
を
重

ね
た
ら
し
く
、『
古
事
談
』
巻
四
―
二
三
に
は
筥
埼
宮
の
訴
え
に
よ
る
と
あ
り
、

大
宰
府
管
内
で
は
有
力
寺
社
と
の
紛
擾
に
よ
っ
て
府
管
長
や
国
司
が
解
任
さ
れ

る
例
が
多
く
、
義
親
の
濫
行
も
そ
の
一
例
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
05
に
は

義
家
が
派
遣
し
た
輔
（
佐
）
道
＝
藤
原
資
通
（『
尊
卑
分
脈
』
二
―
三
九
二

頁
／
『
奥
州
後
三
年
記
』
で
は
十
三
歳
で
従
軍
）
は
義
親
の
濫
行
を
抑
制
し
、

召
進
す
べ
き
役
割
で
あ
り
な
が
ら
、
義
親
と
結
託
し
て
官
使
を
殺
害
す
る
と
い

う
行
為
に
及
ん
で
お
り
、
義
親
は
隠
岐
配
流
、
06
に
よ
る
と
、「
同
類
」
と
し
て

前
肥
後
守
高
階
基
実
も
処
罰
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
高
階
業
敏
の
孫
（『
尊
卑

分
脈
』
四
―
一
一
七
頁
）、
女
が
義
親
の
妻
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
長
秋
記
』
大

治
五
年
〔
一
一
三
〇
〕
九
月
九
日
条
）。

（
15
）
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「武者の世」の到来と国衙の諸相

　

史
料
07
に
よ
る
と
、
三
男
の
義
国
も
死
去
間
際
の
義
家
を
悩
ま
せ
て
お
り
、

彼
は
坂
東
へ
の
土
着
を
進
め
る
中
で
、
や
は
り
常
陸
国
で
勢
力
拡
大
に
努
め
る

叔
父
義
光
や
常
陸
大
掾
氏
と
紛
争
を
起
こ
し
て
い
る
。
07
に
は
義
家
に
義
国
の

召
喚
を
命
じ
た
と
あ
る
が
、
義
国
は
上
野
国
の
新
田
氏
、
下
野
国
の
足
利
氏
の

祖
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
父
義
家
が
下
野
守
時
代
に
築
い
た
拠
点
を
足
が
か
り

に
、
坂
東
で
の
活
動
に
活
路
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
田
氏
の
祖
義
重
は
上

野
介
藤
原
敦
基
の
女
所
生
、
足
利
氏
の
祖
義
康
は
信
濃
守
源
有
房
の
女
所
生
で

あ
り
（『
尊
卑
分
脈
』
三
―
二
三
八
・
二
四
九
頁
）、
直
近
の
受
領
と
も
提
携
し

た
り
、
父
祖
の
拠
点
を
継
承
し
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
着
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
古
事
談
』
巻
四
―
二
一
に
は
、
こ
う
し

た
子
息
の
濫
行
も
あ
っ
て
か
、
極
楽
往
生
し
た
と
さ
れ
る
頼
義
（『
続
本
朝
往

生
伝
』）
と
は
異
な
り
、
義
家
は
「
無
間
地
獄
之
罪
人
」
に
な
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。

08
『
尊
卑
分
脈
』
源
義
忠
の
譜
文
（
三
―
二
三
七
頁
）

叔
父
義
光
依
レ

含
二

鬱
陶
一

、
相
二

語
鹿
嶋
三
郎
一

、
窃
令
レ

害
之
。
于
レ

時
廿
六

歳
。
／
叔
父
義
綱
依
二

虚
名
一

被
レ

召
レ

囚
。
為
義
奉
レ

勅
、
於
二

江
州
甲
賀
山
一

捕

虜
、
即
令
レ

出
二

家
義
綱
一

降
来
、
子
息
等
自
害
。
義
綱
子
息
義
明
、
在
レ

京
住
二

季
房
宿
所
一

。
同
依
二

彼
虚
名
一

、
源
判
官
重
時
奉
レ

勅
発
向
、
追
捕
合
戦
。
義

明
・
季
方
等
自
害
了
。

　

義
親
の
次
に
河
内
源
氏
嫡
流
と
な
る
の
は
義
国
の
同
母
弟
義
忠
で
あ
る
が
、

彼
は
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
二
月
三
日
に
郎
等
に
よ
っ
て
刃
傷
さ
れ
、
五
日

に
非
業
の
死
を
遂
げ
る
。
史
料
08
後
半
部
分
は
概
ね
『
百
錬
抄
』
の
記
載
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
当
初
は
頼
義
―
義
家
の
代
か
ら
郎
等
に
な
っ
て
い
た
満
政

流
美
濃
源
氏
の
源
重
実
が
嫌
疑
人
と
さ
れ
、
彼
は
左
大
臣
源
俊
房
邸
に
い
た
ら

し
く
、
こ
の
方
面
か
ら
の
攻
撃
が
想
起
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
十
六
日
に
は

重
実
の
弟
重
時
が
源
義
綱
の
子
義
明
と
そ
の
乳
母
夫
藤
原
季
方
の
追
討
に
発
向

し
、
彼
ら
が
下
手
人
と
目
さ
れ
た
ら
し
い
。
季
方
は
秀
郷
流
、
腰
瀧
口
と
称
さ

れ
、『
奥
州
後
三
年
記
』
で
は
義
光
の
郎
等
と
あ
り
、
常
に
「
剛
の
座
」
に
い

た
と
い
い
、
金
沢
柵
攻
防
戦
で
は
、
義
家
は
反
対
し
た
が
、
義
光
に
よ
る
清
原

武
衡
と
の
開
城
交
渉
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
義
家
と
は
若
干
見
解
を
異
に
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
義
明
ら
の
追
捕
に
際
し
て
は
義
綱
が
憤
激
し
、
東
国
に
赴

こ
う
と
し
た
の
で
、
追
討
使
と
し
て
為
義
が
発
遣
さ
れ
、
二
十
五
日
に
は
義
綱

は
出
家
、
二
十
九
日
に
佐
渡
配
流
と
な
っ
た
（『
尊
卑
分
脈
』
三
―
二
二
四
頁

に
よ
る
と
、「
重
被
二

追
討
一

、
仍
自
害
畢
」
と
あ
る
）。

　

一
方
、
08
前
半
部
分
に
は
義
光
が
鹿
嶋
三
郎
、
お
そ
ら
く
は
常
陸
大
掾
氏
の

一
族
に
命
じ
て
殺
害
さ
せ
た
と
あ
る
。
後
三
年
合
戦
で
は
義
家
と
義
光
は
巷
間

に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
兄
弟
愛
で
一
致
協
力
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
義
光
な

り
に
坂
東
や
陸
奥
・
出
羽
地
域
で
の
勢
力
扶
植
を
企
図
し
て
お
り
、
義
家
没
後

の
河
内
源
氏
内
部
で
の
覇
権
を
目
指
し
た
こ
と
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
源
義

忠
殺
害
事
件
の
真
相
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
義
家
―
義
親
の
継
承
が
不
調
に

な
り
、
義
家
が
死
去
す
る
中
、
河
内
源
氏
の
内
部
争
い
が
顕
在
化
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、
河
内
源
氏
は
次
々
と
人
材
を
失
い
、
義
親
の
子
で
、
当
時
十
四
歳
の

為
義
が
当
主
に
な
っ
た
。
為
義
は
若
年
で
、
か
つ
勢
力
が
減
退
し
た
河
内
源
氏

を
立
て
直
す
こ
と
に
な
り
、
自
ら
の
粗
暴
な
行
為
、
ま
た
郎
等
の
離
反
や
濫
行

（
16
）

（
17
）
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な
ど
、
郎
等
の
統
制
が
不
充
分
で
あ
っ
た
た
め
、
河
内
源
氏
の
令
名
を
押
し
下

げ
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
。

09
『
中
右
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
正
月
二
十
九
日
条
（
03
上
略
部
分
）

天
晴
。
今
日
但
馬
守
正
盛
隨
二

身
源
義
親
首
一

入
洛
。（
中
略
）
首
指
レ

鉾
令
レ

持
二

下
人
五
人
一

。
各
付
二

赤
比
礼
一

書
レ

名
〈
賊
首
源
義
〔
親
脱
ヵ
〕、
又
従
四
人
首
〉。

其
左
右
取
二

打
物
一

歩
兵
着
二

甲
冑
一

□
〔
者
〕
四
五
十
人
許
相
従
。
次
但
馬
守
正

盛
、
次
男
降
人
一
人
騎
レ

馬
相
具
、
次
郎
等
百
人
、
郎
従
百
人
許
、
剱
戟
曜
レ

日
、

弓
馬
連
レ

道
。（
下
略
）

　

こ
の
源
義
忠
殺
害
事
件
に
先
立
っ
て
、
隠
岐
に
配
流
に
な
っ
た
筈
の
義
親
が

出
雲
国
に
出
没
し
て
悪
行
を
重
ね
、
院
近
臣
と
し
て
著
名
な
善
勝
寺
流
の
出
雲

守
藤
原
家
保
の
目
代
を
殺
害
し
て
官
物
を
奪
取
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、

や
は
り
白
河
院
に
接
近
し
て
台
頭
し
て
い
た
伊
勢
平
氏
の
因
幡
守
平
正
盛
の
追

捕
を
受
け
て
い
る
。
正
盛
は
早
く
も
正
月
十
九
日
に
は
義
親
の
首
を
切
っ
た
旨

を
報
告
し
て
お
り
、
上
洛
前
に
勧
賞
と
し
て
但
馬
守
に
任
用
さ
れ
た
（『
中
右

記
』
天
仁
元
年
正
月
十
九
・
二
十
三
日
条
）。
延
喜
民
部
上
式
で
は
但
馬
・
因

幡
と
も
に
山
陰
道
の
上
国
で
あ
る
が
、
当
時
の
受
領
任
国
の
位
置
づ
け
で
は
但

馬
国
の
方
が
上
位
で
、
こ
こ
に
は
白
河
院
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

10
『
平
家
物
語
』
巻
四
「
南
都
牒
状
」

祖
父
正
盛
、
蔵
人
五
位
の
家
に
仕
へ
て
、
諸
国
受
領
の
鞭
と
な
る
。
大
蔵
卿
為

房
、
賀
州
刺
史
の
い
に
し
へ
、
検
非
所
に
補
し
、
修
理
大
夫
顕
季
播
磨
太
守
た

ッ
し
昔
、
厩
別
当
職
に
任
ず
。

11
『
平
家
物
語
』
巻
二
「
西
光
被
斬
」

御
辺
は
、
故
刑
部
卿
忠
盛
の
子
で
お
は
せ
し
か
ど
も
、
十
四
五
ま
で
は
出
仕
も

し
給
は
ず
。
故
中
御
門
中
納
言
家
成
卿
の
辺
に
立
ち
入
給
し
を
ば
、
京
童
部
は

高
平
太
と
こ
そ
言
ひ
し
か
。（
中
略
）
殿
上
の
ま
じ
は
り
を
だ
に
き
ら
わ
（
は
）

れ
し
人
の
子
で
、
太
政
大
臣
ま
で
な
り
あ
が
ッ
た
る
や
過
分
な
る
ら
む
。
侍
品

の
者
の
受
領
・
検
非
違
使
に
な
る
事
、
先
例
・
傍
例
な
き
に
あ
ら
ず
。
な
じ
か

は
過
分
に
な
る
べ
き
。

　

伊
勢
平
氏
は
維
衡
―
正
度
の
代
に
は
複
数
国
の
受
領
に
な
っ
て
い
た
が
、
正

度
の
子
ど
も
た
ち
は
生
涯
に
一
度
受
領
に
な
る
の
み
で
、
検
非
違
使
と
し
て
都

で
活
動
す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
に
拠
点
を
築
き
、
時
に
山
賊
追
討
で
武
威
を
発

揮
す
る
（『
扶
桑
略
記
』
延
久
元
年
〔
一
〇
六
九
〕
八
月
一
日
、
閏
十
月
四
・

七
日
条
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
延
久
元
年
七
月
二
十
・
二
十
二
日
条
）
な
ど

の
処
世
で
あ
っ
た
。『
平
家
物
語
』
巻
一
「
祇
園
精
舎
」
に
は
「
国
香
よ
り
正

盛
に
い
た
る
迄
六
代
は
、
諸
国
の
受
領
な
り
し
か
ど
も
、
殿
上
の
仙
籍
を
ば
い

ま
だ
ゆ
る
さ
れ
ず
」
と
あ
り
、
公
達
（
五
位
直
叙
。
三
位
以
上
に
昇
進
可
能
）、

諸
大
夫
（
六
位
↓
五
位
・
四
位
）、
侍
（
六
位
が
一
般
的
、
五
位
先
途
）
と
い

う
公
家
社
会
の
序
列
で
は
諸
大
夫
と
侍
の
境
界
に
位
置
す
る
存
在
で
、
侍
品
に

下
降
す
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正
盛
の
父
正
衡
は
『
尊
卑
分

脈
』（
四
―
六
四
頁
）
で
は
「
使
／
従
四
位
、
出
羽
守
」
と
あ
り
、『
本
朝
世

紀
』
康
和
元
年
（
一
〇
九
九
）
正
月
二
十
三
日
条
の
除
目
で
「
出
羽
守
従
五
位

下
平
正
衡
〈
使
巡
〉」
と
見
え
る
の
で
、
こ
う
し
た
渡
世
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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史
料
10
に
よ
る
と
、
正
盛
は
白
河
院
近
臣
と
し
て
著
名
な
藤
原
為
房
が
加
賀

守
（
寛
治
四
年
〔
一
〇
九
〇
〕
六
月
五
日
〜
同
六
年
九
月
二
十
日
）
の
時
に
検

非
所
、
ま
た
末
茂
流
の
藤
原
顕
季
が
播
磨
守
（
嘉
保
元
年
〔
一
〇
九
四
〕
二
月

二
十
二
日
〜
康
和
三
年
〔
一
一
〇
一
〕
二
月
七
日
）
の
時
に
厩
別
当
職
と
、
武

力
で
奉
仕
す
る
受
領
郎
等
の
役
割
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
後
永
長
二
年
（
一
〇

九
七
）
に
伊
賀
国
山
田
村
・
鞆
田
村
の
土
地
を
六
条
院
領
に
寄
進
し
た
際
に
は

隠
岐
守
に
な
っ
て
い
る
の
で
（『
平
安
遺
文
』
一
三
八
五
号
）、
院
近
臣
の
上
首

者
に
近
侍
し
な
が
ら
、
白
河
院
と
も
直
接
的
な
関
係
を
結
ん
で
、
以
後
は
受
領

を
歴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
侍
品
か
ら
諸
大
夫
に
上
昇
し
、
そ
の

地
位
を
安
定
し
て
、
院
近
臣
、
北
面
の
武
士
と
し
て
奉
仕
す
る
道
を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
顕
季
の
子
が
家
保
で
、
09
の
源
義
親
追
討
も
こ

の
一
家
と
の
関
係
の
継
続
で
あ
り
、
11
に
よ
る
と
、
正
盛
の
子
忠
盛
―
清
盛
も

家
保
の
子
家
成
と
の
つ
な
が
り
を
保
持
し
て
い
る
。

　

正
盛
は
受
領
任
国
の
格
付
け
と
し
て
は
最
上
位
の
一
つ
で
あ
る
備
前
守
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
時
に
後
に
平
氏
家
人
と
し
て
著
名
な
備
前
国
の
難
波
氏
、
備

中
国
の
妹
尾
氏
を
郎
等
と
し
て
い
く
契
機
を
作
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
晩
年
に

起
き
た
肥
前
国
藤
津
庄
事
件
で
庄
司
平
清
澄
の
子
直
澄
を
追
討
し
た
際
に
は
、

「
正
盛
蒙
二

追
捕
宣
旨
一

、
遣
二

郎
従
一

搦
得
云
々
」
と
あ
り
、
凱
旋
の
行
列
で
は

「
隨
兵
百
人
、
多
是
西
海
・
南
海
名
士
也
」
と
見
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
人
脈

形
成
の
成
果
を
窺
わ
せ
る
（『
長
秋
記
』
元
永
二
年
〔
一
一
一
九
〕
十
二
月
二

二
十
七
日
条
）。
藤
津
庄
は
白
河
院
と
も
関
係
が
深
い
仁
和
寺
寛
助
僧
正
の
所

領
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
追
討
も
白
河
院
へ
の
奉
仕
の
一
環
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
、
但
馬
守
任
官
に
際
し
て
は
、『
中
右
記
』
天
仁
元
年
正
月
二
十
四
日

条
に
「
而
下
臈
被
レ

任
二

第
一
国
一

、
世
不
二

甘
心
一

」
と
い
う
評
言
が
記
さ
れ
て

お
り
、
01
の
義
家
の
院
昇
殿
と
同
様
に
、
武
者
に
対
す
る
公
家
社
会
の
目
は
冷

や
や
か
で
あ
っ
た
。
ま
た
正
盛
の
犯
人
追
捕
は
河
内
源
氏
が
鎮
圧
に
従
事
し
た

平
忠
常
の
乱
や
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
の
よ
う
な
大
々
的
な
長
期
の
戦
闘
で
は

な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
伊
勢
平
氏
の
武
力
が
ど
れ
程
強
力

な
の
か
、
武
芸
の
力
量
如
何
に
は
留
保
も
残
る
と
こ
ろ
で
、
院
に
よ
っ
て
演
出

さ
れ
た
武
勇
者
と
し
て
の
登
場
と
い
う
観
も
あ
る
。『
保
元
物
語
』
中
「
白
河

殿
ヘ
義
朝
夜
討
チ
ニ
寄
セ
ラ
ス
ル
事
」
で
は
、「
昔
、
鈴
鹿
山
ノ
立
烏
帽
子
ヲ

搦
テ
、
帝
王
ニ
奉
シ
山
田
庄
司
行
季
ガ
孫
也
。
海
賊
・
夜
討
・
強
盗
ヲ
搦
ム
ル

事
、
数
注
ニ
不
及
。
大
事
ノ
合
戦
ニ
三
度
合
テ
、
一
度
モ
不
覚
仕
ラ
ズ
」
と
豪

語
す
る
清
盛
の
郎
等
山
田
小
三
郎
是
行
が
源
為
朝
の
弓
矢
の
前
に
あ
っ
け
な
く

斃
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
圧
倒
的
な
実
力
差
を
印
象
づ
け
て
い
る
。

　

源
義
親
追
討
に
関
し
て
は
、
白
河
院
存
命
中
か
ら
義
親
生
存
の
風
聞
が
散
見

し
て
お
り
（『
朝
野
群
載
』
巻
十
一
永
久
五
年
〔
一
一
一
七
〕
五
月
五
日
検
非

違
使
庁
下
文
〔
越
後
国
の
平
永
基
の
も
と
〕、『
中
右
記
』
元
永
元
年
〔
一
一
一

八
〕
二
月
五
日
条
〔
常
陸
国
住
人
の
も
と
〕）、
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
七
月

七
日
に
白
河
院
が
崩
御
し
、
鳥
羽
院
政
が
始
動
す
る
と
、
大
治
五
年
に
は
二
人

の
義
親
所
称
者
が
出
現
、
二
人
と
も
殺
害
さ
れ
て
義
親
生
存
説
は
消
滅
す
る
と

い
う
結
末
に
な
る
（『
長
秋
記
』
大
治
五
年
八
月
三
・
九
日
、
十
一
月
十
三
日

条
、『
中
右
記
』
十
一
月
十
三
・
十
五
・
二
十
三
日
条
）。
う
ち
一
人
は
白
河
院

と
対
立
し
て
籠
居
し
、
鳥
羽
院
政
下
で
復
権
す
る
藤
原
忠
実
の
庇
護
を
得
て
い

（
21
）
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た
よ
う
で
あ
り
、
義
親
所
称
者
出
現
事
件
は
白
河
院
政
期
の
陰
の
側
面
を
強
調

す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
向
き
も
あ
っ
て
、
正
盛
の
後
継
者
忠
盛
に
は
苦
々
し

い
日
々
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

12
『
長
秋
記
』
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
三
月
十
四
日
条

今
日
依
レ

搦
二

夏
焼
大
夫
一

、
左
衛
門
督
平
忠
盛
叙
二

従
五
位
下
一

、
院
武
者
所
宗

友
任
二

左
兵
衛
尉
一

。
件
夏
焼
大
夫
、
神
仁
与
同
心
、
穿
二

蘭
林
坊
御
蔵
一

、
取
二

御
物
一

云
々
。
仍
一
昨
日
左
衛
門
志
明
兼
欲
二

追
捕
一

之
間
、
得
二

其
告
一

逃
去
、

明
兼
郎
等
追
二

得
桂
河
辺
一

合
戦
、
隠
二

入
松
尾
山
一

。
郎
等
蒙
レ

疵
空
帰
。
其
後

件
男
出
二

京
都
一

寄
宿
。
聞
二

此
旨
一

押
寄
追
捕
。
其
間
郎
等
二
人
蒙
レ

疵
及
二

死
門

一

云
々
。

13
『
中
右
記
』
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
四
月
八
日
条

（
上
略
）
殿
下
被
レ

仰
云
、
近
日
海
賊
競
発
、
上
下
船
不
レ

通
。
仍
可
二

追
討
一

之

由
、
雖
レ

給
二

宣
旨
於
国
司
等
一

、
于
レ

今
不
レ

叶
、
何
様
可
レ

行
哉
。（
中
略
）
以
二

蔵
人
資
信
一

被
レ

奏
レ

院
。
仰
云
、
遣
二

為
義
一

者
、
路
次
国
々
自
滅
亡
歟
。
忠
盛

朝
臣
可
レ

宜
者
。（
下
略
）

14
『
長
秋
記
』
保
延
元
年
八
月
十
九
日
条

忠
盛
朝
臣
虜
二

海
賊
七
十
人
一

、
渡
二

検
非
違
使
盛
道
・
資
遠
・
季
則
・
近
安
・

元
方
一

、
於
二

河
原
一

請
二

取
三
十
人
一

也
。
於
レ

残
自
二

閑
路
一

渡
レ

是
。
天
下
皆
見

物
。
日
高
禅
師
為
二

賊
首
一

。
此
中
多
是
非
レ

賊
、
只
以
下

非
二

忠
盛
家
人
一

者
上

、

号
レ

賊
虜
進
云
々
。

　

そ
の
忠
盛
で
あ
る
が
、
忠
盛
は
父
正
盛
存
命
中
（
保
安
二
年
〔
一
一
二
一
〕

四
月
二
日
死
去
）
の
史
料
12
で
夏
焼
大
夫
を
追
捕
し
て
栄
爵
に
与
り
、
白
河
・

鳥
羽
院
の
院
近
臣
と
し
て
受
領
を
歴
任
、
造
営
の
奉
仕
な
ど
に
努
め
る
。
父
と

同
様
に
備
前
守
に
な
り
、
13
・
14
に
海
賊
討
伐
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
13
中
略

部
分
で
は
藤
原
忠
実
が
主
催
す
る
会
議
で
藤
原
宗
忠
は
「
備
前
守
忠
盛
朝
臣
・

検
非
違
使
為
義
等
可
二

追
討
一

由
」
を
進
言
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
鳥

羽
院
は
為
義
を
却
下
し
、
忠
盛
に
討
伐
を
命
じ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
為
義
の

素
行
や
郎
等
統
制
に
は
問
題
が
あ
り
、
院
の
信
用
が
薄
か
っ
た
と
い
う
問
題
が

あ
り
、
こ
の
時
点
で
の
伊
勢
平
氏
と
河
内
源
氏
の
立
場
の
違
い
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
海
賊
追
捕
の
勧
賞
に
よ
り
忠
盛
の
子
清
盛
は
従
四
位
下
に
昇
叙
し
て
お
り

（『
中
右
記
』
保
延
元
年
八
月
二
十
一
日
条
）、
伊
勢
平
氏
の
次
代
の
発
展
を
拡

大
す
る
さ
ら
な
る
足
場
固
め
に
な
っ
た
が
、
14
に
見
え
る
よ
う
に
、
軍
事
行
動

や
武
力
結
束
の
質
的
な
問
題
は
伏
流
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

平
氏
は
本
当
の
意
味
で
の
厳
し
い
戦
役
を
経
験
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
真
価
が

問
わ
れ
た
実
戦
が
治
承
・
寿
永
内
乱
で
あ
り
、
平
氏
滅
亡
の
重
要
な
要
因
で
あ

る
と
す
る
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
河
内
源
氏
も
そ
う
で
あ
る

が
（『
古
事
談
』
巻
四
―
一
八
／
義
家
の
常
備
の
郎
等
は
五
十
人
程
度
）、
都
を

中
心
と
す
る
小
規
模
な
軍
事
行
動
や
優
位
な
状
況
で
の
地
方
紛
争
の
平
定
が
主

要
な
任
務
で
あ
っ
た
と
い
う
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
古
事
談
』

巻
一
―
八
一
に
は
白
河
院
の
殺
生
禁
断
（『
百
錬
抄
』
天
治
二
年
〔
一
一
二
五
〕

条
、
大
治
元
年
〔
一
一
二
六
〕
六
月
一
日
・
今
年
条
な
ど
）
に
違
反
し
て
鷹
狩

を
し
た
加
藤
大
夫
成
家
が
召
問
さ
れ
た
時
、「
成
家
ハ
刑
部
卿
殿
相
伝
家
人
候
。

而
女
御
殿
供
御
断
（
料
）
ニ
毎
日
ニ
鮮
鳥
ヲ
被
二

充
召
一

候
テ
、
若
闕
怠
者
可
レ

（
22
）
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処
二

重
科
一

云
云
。
源
氏
・
平
氏
之
習
、
重
科
ト
申
ハ
被
レ

切
レ

頸
候
也
。（
中
略
）

勅
勘
ハ
縦
雖
二

禁
獄
・
流
罪
一

命
ニ
ハ
依
レ

不
レ

可
レ

及
、
乍
レ

悦
所
二

馳
参
一

也
」
と

答
弁
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
刑
部
卿
殿
は
忠
盛
で
、
忠
盛
が
白
河
院
が
寵

愛
す
る
祇
園
女
御
に
奉
仕
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
郎
等

統
制
に
努
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
公
家
社
会
と
は
異
な
る
倫
理
の
一
端
が
窺
わ

れ
る
。

二 

天
養
事
件
と
坂
東
の
行
方

　

源
為
義
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
に
摂
関
家
の
大
殿
藤
原
忠
実
と
そ
の
子

頼
長
へ
の
供
奉
を
選
択
し
た
ら
し
い
（『
中
外
抄
』
上
―
五
一
、『
台
記
』
康
治

二
年
六
月
三
十
日
条
）。
忠
実
は
「
如
為
義
ハ
強
不
可
執
廷
尉
也
。
天
下
之
固

ニ
テ
候
ヘ
ハ
、
時
々
出
来
テ
受
領
ナ
ト
ニ
可
任
也
」
と
評
し
た
と
い
う
が

（『
中
外
抄
』）、
為
義
は
つ
い
に
受
領
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
忠
実
側
に
は

権
門
と
し
て
の
摂
関
家
の
確
立
の
た
め
に
武
力
の
編
成
も
急
務
と
い
う
要
請
が

あ
っ
た
が
、
為
義
は
白
河
院
近
臣
藤
原
忠
清
を
母
と
す
る
義
朝
を
廃
嫡
し
た
ら

し
く
、
新
た
に
嫡
男
に
な
っ
た
義
賢
は
男
色
関
係
を
含
め
て
頼
長
に
奉
仕
す
る

こ
と
に
な
る
（『
台
記
』
康
治
二
年
十
一
月
五
日
条
、
久
安
四
年
〔
一
一
四
八
〕

正
月
五
日
条
な
ど
）。
為
義
は
ま
た
、
も
う
少
し
後
に
乱
暴
な
為
朝
を
九
州
に

下
向
さ
せ
る
が
、
為
朝
は
薩
摩
平
氏
の
阿
多
権
守
平
忠
景
の
婿
に
な
っ
て
お
り

（『
保
元
物
語
』
上
「
新
院
御
所
各
門
々
固
メ
ノ
事 

付
軍
評
定
ノ
事
」）、
薩
摩

の
地
を
選
ん
だ
の
は
摂
関
家
領
島
津
庄
の
存
在
と
庇
護
を
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
と
思
わ
れ
、
摂
関
家
と
の
提
携
に
は
河
内
源
氏
の
新
た
な
展
開
が
構

想
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

一
方
、
源
義
朝
は
坂
東
に
下
向
し
、
独
自
に
河
内
源
氏
の
行
方
を
方
向
づ
け

る
活
動
を
展
開
し
、
坂
東
の
武
者
と
関
係
を
構
築
し
て
い
く
。
そ
こ
で
惹
起
す

る
の
が
相
模
国
の
大
庭
御
厨
事
件
と
下
総
国
の
相
馬
御
厨
事
件
で
あ
り
、
天
養

元
年
（
一
一
四
四
）
前
後
に
相
次
ぐ
紛
擾
に
な
る
の
で
、
天
養
事
件
と
総
称
し

て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

15
『
平
安
遺
文
』
二
五
四
八
号
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
三
月
四
日
宣
旨
案

（
上
略
）
而
間
同
《
天
養
元
年
》
十
月
廿
一
日
田
所
目
代
散
位
源
朝
臣
頼
清
并

在
庁
官
人
及
字
上
総
曹
司
源
義
朝
名
代
清
大
夫
安
行
、
三
浦
庄
司
平
吉
次
男
同

吉
明
・
中
村
庄
司
同
宗
平
・
和
田
太
郎
同
助
弘
、
所
従
千
余
騎
、
押
二

入
御
厨

内
一

、
不
レ

論
二

是
非
一

、
所
レ

令
二

停
廃
一

也
。
爰
承
二

彼
等
所
レ

帯
宣
旨
状
一

之
処
、

更
不
レ

入
二

御
厨
一

之
事
、
只
非
二

指
官
省
符
新
立
庄
園
一

、
本
庄
之
外
加
納
一
色

別
符
可
二

入
勘
一

之
由
也
。
又
隣
国
他
堺
高
家
若
悪
僧
等
、
可
レ

停
二

止
乱
入
一

之

状
許
也
。
仍
為
二

神
宮
御
領
一

尤
大
悦
也
、
加
レ

之
、
於
二

当
御
厨
一

者
、
奉
免
宣

旨
有
レ

限
之
由
、
雖
二

披
陳
一

、
敢
無
二

承
引
一

。
神
人
等
不
レ

及
二

敵
対
一

之
間
、
始

レ

従
二

同
廿
二
日
卯
時
一

、
在
庁
官
人
等
押
二

入
郷
郷
一

、
抜
二

取
牓
示
一

畢
。（
下

略
）

　

御
厨
は
伊
勢
神
宮
の
所
領
で
、
仮
名
を
称
す
る
神
職
が
寄
進
を
受
け
、
上
分

と
し
て
供
祭
料
な
ど
の
貢
納
を
得
る
し
く
み
で
、
現
地
で
は
開
発
者
・
寄
進
者

と
そ
の
子
孫
が
下
司
と
し
て
実
際
の
経
営
を
担
い
、
時
に
使
・
神
職
が
下
向
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
相
模
国
大
庭
御
厨
は
三
浦
平
太
郎
為
次
（
継
）
と
と
も
に

（
23
）

（
24
）

（
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）

（
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）
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十
六
歳
で
後
三
年
合
戦
に
従
軍
し
、
金
沢
柵
攻
防
戦
で
右
目
を
矢
で
射
ら
れ
な

が
ら
も
奮
戦
し
た
鎌
倉
権
五
郎
景
正
（『
奥
州
後
三
年
記
』
上
）
が
相
伝
私
領

を
寄
進
し
た
も
の
で
、
高
座
郡
宇
殿
原
・
香
川
・
鵠
沼
な
ど
に
所
在
、
伊
勢
恒

吉
の
仮
名
に
附
属
さ
れ
、
宣
旨
・
院
宣
や
国
判
に
よ
り
立
券
が
認
め
ら
れ
て
き

た
よ
う
で
あ
る
（『
平
安
遺
文
』
二
四
四
五
号
保
延
七
年
〔
一
一
四
一
〕
六
月

日
相
模
国
司
解
案
な
ど
）。
御
厨
定
使
并
御
薗
検
校
散
位
重
親
や
伊
介
社
祝
荒

木
田
彦
松
と
神
人
紀
恒
吉
、
志
摩
則
貞
・
国
元
・
末
永
・
重
国
・
兼
次
な
ど
が

活
動
し
、
下
司
は
平
景
宗
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
在
庁
官
人
等
乍
レ

存
二

先
判

旨
一

、
毎
二

任
之
初
一

、
依
レ

致
二

事
煩
一

、
住
人
逃
散
、
田
畠
荒
廃
」
と
い
う
不
安

定
な
状
態
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
国
免
庄
的
な
存
在
で
あ
っ
た
た
め
、
各
地
の

庄
園
・
公
領
で
も
頻
発
し
て
い
た
よ
う
に
、
在
庁
官
人
は
国
司
交
替
の
機
会
を

と
ら
え
て
既
墾
地
を
収
公
し
て
国
衙
の
収
入
確
保
を
企
図
し
、
そ
の
た
び
に
紛

擾
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

康
治
（
一
一
四
二
〜
一
一
四
三
）・
天
養
（
一
一
四
四
〜
一
一
四
五
〔
久
安

元
〕）
年
間
に
は
国
衙
と
庄
園
間
の
係
争
を
示
す
文
書
が
全
国
的
に
存
在
し

（『
平
安
遺
文
』）、
康
治
元
年
頃
に
発
令
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
庄
園
整
理
令
に

よ
っ
て
、
内
裏
造
営
役
賦
課
と
関
連
し
た
庄
公
領
域
の
確
定
作
業
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
庭
御
厨
事
件
も
留
守
所
目
代
・
田
所
目
代
の
源

頼
清
と
在
庁
官
人
ら
を
中
心
と
す
る
軍
勢
で
の
押
取
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
上
総

曹
司
、
つ
ま
り
坂
東
に
下
向
し
て
上
総
氏
の
資
養
を
得
て
い
た
源
義
朝
が
関
与
、

彼
は
頼
義
・
義
家
以
来
の
由
緒
が
伝
え
ら
れ
る
鎌
倉
之
盾
（
館
）
に
居
住
し
て

お
り
（『
平
安
遺
文
』
二
五
四
四
号
天
養
二
年
二
月
三
日
官
宣
旨
案
）、
高
座
郡

鵠
沼
郷
の
地
を
鎌
倉
郡
内
と
称
し
て
、
供
祭
料
収
納
を
妨
害
し
、
史
料
15
上
略

部
分
に
は
天
養
元
年
九
月
上
旬
に
郎
等
の
清
原
安
行
・
字
新
藤
太
ら
に
命
じ
て

荒
木
田
彦
松
の
頭
を
打
破
、
神
人
八
人
も
打
損
さ
れ
て
死
門
に
及
ぶ
よ
う
な
濫

行
ぶ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
15
の
在
庁
官
人
と
義
朝
の
名
代
清
原
安
行
、
三
浦
庄
司
平
吉
次

（
義
継
）
次
男
義
明
ら
千
余
騎
に
よ
る
押
入
、
御
厨
停
廃
で
あ
る
。
当
時
の
相

模
守
は
北
家
高
藤
流
の
鳥
羽
院
近
臣
藤
原
頼
憲
（
天
養
元
年
正
月
二
十
四
日
任

〜
仁
平
二
年
〔
一
一
五
二
〕
正
月
二
十
八
日
遷
）
で
、
彼
は
「
於
二

義
朝
濫
行

之
事
一

者
、
不
レ

能
二

国
司
進
止
一

、
至
下

于
擬
レ

令
二

停
廃
一

之
事
上

者
、
召
二

問
在
国

司
一

、
可
二

左
右
一

」
と
い
う
曖
昧
な
対
応
を
示
し
て
お
り
、「
以
二

神
宮
御
領
一

号
二

院
御
領
一

、
被
二

押
取
一

」
と
い
う
指
摘
も
見
え
る
の
で
（
15
下
略
部
分
）、

義
朝
は
国
司
の
黙
認
、
鳥
羽
院
の
後
ろ
盾
を
ふ
ま
え
て
行
動
し
て
い
た
と
目
さ

れ
て
い
る
。
15
上
略
部
分
に
は
直
近
の
在
庁
官
人
と
し
て
散
位
平
高
政
・
惟
家
、

紀
高
成
、
平
仲
広
・
守
景
ら
の
名
前
が
見
え
、
彼
ら
が
地
頭
に
臨
ん
で
御
厨
の

四
至
を
定
め
て
立
券
し
た
筈
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
坂
東
平

氏
諸
流
と
思
し
き
人
物
は
不
詳
で
あ
る
が
、
三
浦
氏
に
関
し
て
は
「
三
浦
兵
衛

尉
義
村
者
、
祖
父
義
明
天
治
以
来
依
レ

相
二

交
相
模
国
雑
事
一

、
同
御
時
、
検
断

事
同
可
レ

致
二

沙
汰
一

之
旨
、
義
澄
承
レ

之
訖
之
由
申
レ

之
」
と
い
う
由
緒
を
伝
え

て
い
る
（『
吾
妻
鏡
』
承
元
三
年
〔
一
二
〇
九
〕
十
二
月
十
五
日
条
）。
こ
れ
は

鎌
倉
幕
府
第
三
代
将
軍
源
実
朝
の
下
問
に
奉
答
し
た
も
の
で
、
頼
朝
か
ら
の
守

護
補
任
の
下
文
を
賜
与
さ
れ
る
以
前
、
天
治
年
間
（
一
一
二
四
〜
二
五
）
に
は

相
模
国
の
「
雑
事
」
に
関
与
し
て
い
た
と
あ
る
。
三
浦
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は

（
27
）

（
28
）
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必
ず
し
も
良
文
流
平
氏
で
は
な
く
、
三
浦
郡
司
の
系
譜
を
引
く
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
の
で
、「
雑
事
」
も
そ
う
し
た
点
と
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

や
は
り
不
明
な
部
分
が
残
る
。

　

三
浦
・
中
村
は
庄
司
を
名
乗
っ
て
い
る
の
で
、
在
庁
官
人
と
は
別
途
な
存
在

と
目
さ
れ
、
中
村
氏
は
当
該
期
に
三
浦
義
継
の
子
岡
崎
義
実
と
の
間
に
婚
姻
関

係
が
成
立
し
て
い
た
か
ら
、
郡
規
模
の
勢
力
圏
を
有
す
る
存
在
と
し
て
、
鎌
倉

党
の
大
庭
氏
と
抗
争
状
態
に
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
大
庭
御
厨

事
件
は
御
厨
と
国
衙
機
構
の
対
立
を
核
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
鳥
羽
院
と
つ

な
が
る
源
義
朝
の
武
名
や
郎
等
の
助
力
、
そ
れ
を
機
縁
と
し
た
在
地
の
勢
力
構

図
転
換
を
目
指
す
武
勇
の
人
々
の
意
思
が
交
錯
し
て
惹
起
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
義
朝
は
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
頃
に
上
京
し
、
久
安
三
年
に
は
待
賢
門

院
側
近
の
藤
姓
熱
田
大
宮
司
家
の
季
範
の
女
と
の
間
に
頼
朝
を
儲
け
、
仁
平
三

年
（
一
一
五
三
）
に
は
下
野
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
保
元
の
乱

で
は
相
模
国
か
ら
は
平
景
宗
の
子
景
能
（
義
）・
景
親
が
参
戦
し
て
お
り
、
三

浦
氏
な
ど
は
見
え
な
い
（『
保
元
物
語
』
上
「
主
上
三
条
殿
ニ
行
幸
ノ
事 

付
官

軍
勢
汰
ヘ
ノ
事
」）。
大
庭
景
能
・
景
親
は
源
為
朝
の
強
弓
に
対
峙
し
、
景
能
は

膝
の
関
節
を
射
ら
れ
、
景
親
の
救
援
で
何
と
か
生
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
激
戦
を
展
開
し
て
い
る
（「
白
河
殿
攻
メ
落
ス
事
」）。
平
治
の
乱
で
は
逆
に

大
庭
氏
は
見
え
ず
、
三
浦
義
澄
の
参
戦
が
知
ら
れ
（『
平
治
物
語
』
上
「
待
賢

門
の
軍
の
事
」）、
乱
後
に
は
大
庭
景
親
は
平
氏
家
人
に
な
り
、「
東
国
の
御
後

見
」
と
称
さ
れ
る
枢
要
の
立
場
で
（『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
「
佐
殿
大
場
勢

汰
事
」）、
石
橋
山
合
戦
で
は
源
頼
朝
の
挙
兵
に
立
ち
は
だ
か
る
次
第
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
間
関
係
と
行
動
の
複
雑
な
様
相
も
、
大
庭
御
厨
事
件
に
一
因
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
地
域
や
中
央
で
の
出
来
事
と
の
関
連
は
大
き
か
っ
た

と
言
え
よ
う
。

16
『 

平
安
遺
文
』
二
五
八
六
号
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
八
月
十
日
下
総
国
平

常
胤
寄
進
状

（
上
略
）
常
重
依
二

内
心
之
祈
念
一

、
大
治
（
五
脱
ヵ
）
年
之
比
貢
二

進
太
神
宮
御

領
一

之
日
、
相
二

副
調
度
文
書
等
一

、
永
令
レ

附
二

属
仮
名
荒
木
田
正
富
一

先
畢
。

於
二

地
主
職
一

者
、
常
重
男
常
胤
、
保
延
元
年
三
月
伝
領
。
其
後
国
司
藤
原
朝
臣

親
道
在
レ

任
之
時
、
号
レ

有
二

公
田
官
物
未
進
一

、
同
二
年
七
月
十
五
日
召
二

籠
常

重
身
一

、
経
二

旬
日
一

之
後
、
勘
二

負
准
白
布
漆
佰
弐
拾
陸
段
弐
丈
伍
尺
伍
寸
一

、

以
二

庁
目
代
散
位
紀
朝
臣
季
経
同
年
十
一
月
三
日
押
書
一

、
相
馬
・
立
花
両
郷
之

新
券
、
恣
責
二

取
署
判
一

、
已
企
二

牢
籠
一

之
刻
、
源
義
朝
就
二

于
件
常
時
男
常
澄

之
浮
言
一

、
自
二

常
重
之
手
一

、
康
治
二
年
雖
レ

責
二

取
壓
状
之
文
一

、
恐
二

神
威
一

、

永
可
レ

為
二

太
神
宮
御
厨
一

之
由
、
天
養
二
年
令
レ

進
二

避
文
一

之
上
、
常
胤
（
中

略
）
依
レ

進
二

済
国
庫
一

、
以
二

常
胤
一

為
二

相
馬
郡
司
一

、
可
レ

令
レ

知
二

行
郡
務
一

之

旨
、
去
四
月
比
、
国
判
早
畢
。（
下
略
）

　

次
に
下
総
国
相
馬
御
厨
事
件
に
つ
い
て
は
、
史
料
16
上
略
部
分
に
は
良
文
以

来
の
伝
領
が
述
べ
ら
れ
（
但
し
、
図
１
と
は
異
な
り
、
忠
常
の
父
を
経
明
と
す

る
）、
常
晴
（
時
）
が
相
承
し
た
際
に
は
「
国
役
不
輸
之
地
」
で
、
大
治
五
年

（
一
一
三
〇
）
に
常
重
を
養
子
に
立
て
て
譲
与
し
た
と
あ
り
、
常
重
が
御
厨
と

し
て
寄
進
し
（『
平
安
遺
文
』
二
一
六
一
〜
三
号
大
治
五
年
六
月
十
一
日
下
総

権
介
平
経
繁
私
領
寄
進
状
案
も
参
照
）、
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
に
常
胤
が

（
29
）

（
30
）
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地
主
職
を
継
承
し
た
と
い
う
。
上
述
の
三
浦
氏
の
守
護
補
任
の
由
緒
と
同
様
に
、

「
千
葉
介
成
胤
者
、
先
祖
千
葉
大
夫
、
元
永
以
後
為
二

当
庄
検
非
違
所
一

之
間
、

右
大
将
御
時
、
以
二

常
胤
一

被
レ

補
二

下
総
一
国
守
護
職
一

之
由
申
レ

之
」
と
あ
る
の

で
（『
吾
妻
鏡
』
承
元
三
年
十
二
月
十
五
日
条
）、
良
文
に
始
ま
る
か
ど
う
か
は

措
く
と
し
て
、
下
総
権
介
の
肩
書
を
有
す
る
常
重
（
経
繁
）
の
父
の
代
の
元
永

年
間
（
一
一
一
八
〜
一
一
一
九
）
に
は
相
馬
の
地
を
拠
点
と
す
る
武
威
を
振
る

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
常
重
は
「
在
庁
権
介
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る

の
で
（『
平
安
遺
文
』
三
三
九
五
・
三
四
二
五
号
）、
国
務
に
関
与
す
る
立
場
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
相
馬
御
厨
も
「
国
役
不
輸
之
地
」
で
は
な
く
、
保
延
二
年
に
国
守

藤
原
親
通
に
公
田
官
物
未
進
を
指
摘
さ
れ
、
常
重
は
召
籠
の
処
罰
を
被
り
、
庁

目
代
紀
季
経
に
よ
っ
て
相
馬
・
立
花
両
郷
の
新
券
文
へ
の
署
判
を
強
要
さ
れ
る

仕
儀
に
な
っ
た
。
ま
た
上
総
介
を
称
す
る
常
晴
（『
平
安
遺
文
』
三
一
四
八
号
）

と
の
間
に
も
相
論
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
源
義
朝
を
資
養
す
る
常
澄
の
言
に
依
拠

し
て
、
義
朝
が
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
に
常
重
か
ら
壓
状
を
取
り
、
天
養
二

年
（
一
一
四
五
）
に
伊
勢
神
宮
に
重
寄
進
す
る
と
い
う
妨
害
に
も
遭
遇
し
て
い

る
（『
平
安
遺
文
』
二
四
四
九
号
天
養
二
年
三
月
十
一
日
源
某
寄
進
状
案
）。
そ

の
後
、
常
重
の
子
常
胤
は
負
累
官
物
を
国
衙
に
納
入
し
、
相
馬
郡
司
と
し
て
の

地
位
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う
が
、
券
文
な
ど
の
行
方
は
複
雑
で
、
権
利
関
係
は

未
解
決
の
ま
ま
推
移
し
て
い
く
ら
し
い
。

　

藤
原
親
通
は
為
光
公
孫
で
、
母
は
「
二
条
院
半
物
龍
女
」
と
あ
り
（『
尊
卑

分
脈
』
一
―
三
九
五
頁
）、
彼
の
一
族
に
は
崇
徳
天
皇
中
宮
の
皇
嘉
門
院
（
藤

原
忠
通
の
女
聖
子
）
の
判
官
代
も
多
く
（
三
九
六
頁
）、
摂
関
家
に
従
属
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
保
元
の
乱
に
つ
な
が
る
摂
関
家
の
対
立
が
顕
在
化
す
る

の
は
久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
に
頼
長
へ
の
関
白
譲
渡
を
拒
絶
す
る
忠
通
に
対

し
て
、
忠
実
が
忠
通
を
義
絶
し
て
藤
氏
長
者
の
地
位
を
奪
っ
て
こ
れ
を
頼
長
に

与
え
た
時
点
か
と
思
わ
れ
る
が
（『
台
記
』
久
安
六
年
九
月
二
十
六
日
条
な
ど
）、

頼
長
は
保
延
二
年
に
十
七
歳
で
内
大
臣
に
な
っ
て
お
り
（『
公
卿
補
任
』。
左
大

臣
就
任
は
久
安
五
年
七
月
で
、
時
に
三
十
歳
）、
上
述
の
源
為
義
と
の
関
係
形

成
な
ど
も
含
め
て
、
当
該
期
に
は
対
立
が
続
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
忠
通
は

美
福
門
院
と
連
携
し
、
鳥
羽
院
側
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
親
通
も
忠
通
・
鳥
羽

院
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
目
さ
れ
る
。

　

保
元
の
乱
で
は
上
総
国
の
上
総
介
広
常
、
下
総
国
の
千
葉
常
胤
は
と
も
に
義

朝
の
配
下
で
参
戦
し
て
い
る
が
（『
保
元
物
語
』
上
「
主
上
三
条
殿
ニ
行
幸
ノ

事 

付
官
軍
勢
汰
ヘ
ノ
事
」）、
平
治
の
乱
で
は
広
常
の
み
が
従
事
し
て
い
る

（『
平
治
物
語
』
上
「
待
賢
門
の
軍
の
事
」）。
上
述
の
大
庭
氏
も
そ
う
で
あ
る
が
、

保
元
の
乱
の
際
の
義
朝
麾
下
の
坂
東
の
人
々
に
関
し
て
は
、
義
朝
と
の
主
従
関

係
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
の
、
多
く
は
国
司
を
通
じ
て
の
動
員
で
あ
っ
た

と
見
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、
常
胤
は
平
治
の
乱
に
参
加
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
見
て
、
相
馬
御
厨
事
件
で
義
朝
に
臣
従
し
た
と
い
う
経
緯
は
な
か
っ
た

と
考
え
て
お
き
た
い
。
相
馬
御
厨
事
件
も
ま
た
、
国
司
・
在
庁
官
人
に
よ
る
収

公
、
そ
れ
に
上
総
氏
と
の
対
立
と
い
う
在
地
の
事
情
が
加
わ
り
、「
上
総
曹
司
」

源
義
朝
が
上
総
氏
側
に
立
っ
て
武
威
を
発
揮
し
た
も
の
で
、
千
葉
氏
側
と
し
て

は
苦
々
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
31
）

（
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）

（
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「武者の世」の到来と国衙の諸相

　

千
葉
常
胤
は
相
馬
郡
司
職
を
回
復
し
た
と
い
う
が
、「
在
庁
令
レ

実
二

検
地
頭
一

之
後
、
于
レ

今
無
音
」
の
ま
ま
に
二
宮
御
領
に
寄
進
し
た
と
述
べ
て
お
り
（『
平

安
遺
文
』
三
一
四
八
号
永
暦
二
年
〔
一
一
六
一
〕
四
月
一
日
千
葉
常
胤
申
状

案
）、
在
庁
官
人
の
判
断
保
留
の
ま
ま
内
宮
・
外
宮
領
と
し
て
の
御
厨
を
維
持

し
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。
こ
の
平
治
の
乱
の
時
点
で
、
源
義
宗
と
い
う
者
が
、

　
　

 

抑
当
厨
相
伝
之
理
者
、
自
二

国
人
平
（
常
脱
）
晴
〈
今
常
澄
父
也
〉
手
一

讓
二

平
常
重
并
嫡
男
常
胤
一

、
依
二

官
物
負
累
一

、
讓
二

国
司
藤
原
親
通
朝
臣
一

、

彼
朝
臣
讓
二

二
男
親
盛
朝
臣
一

。
而
依
二

匝
瑳
北
条
之
由
緒
一

、
以
二

当
御
厨

公
験
一

、
所
レ

讓
二

給
義
宗
一

也
。
然
者
父
常
晴
長
譲
二

渡
他
人
一

畢
処
也
。
常

澄
・
常
胤
等
、
何
故
可
レ

成
レ

妨
哉
。

と
主
張
し
、
内
宮
・
外
宮
に
寄
進
し
て
判
文
を
得
て
お
り
（『
平
安
遺
文
』
三

一
二
一
号
永
暦
二
年
正
月
日
源
義
宗
寄
進
状
案
）、
競
合
者
が
出
現
す
る
こ
と

に
な
る
。
常
胤
は
こ
の
源
義
宗
と
の
相
論
（『
平
安
遺
文
』
三
一
四
二
・
四
三
、

三
三
九
二
〜
九
四
、
三
一
三
九
、
三
一
四
八
、
三
三
九
五
、
三
四
二
五
号
）
に

加
え
て
、
と
も
に
下
総
守
で
あ
っ
た
藤
原
親
通
―
親
盛
の
後
裔
、
親
盛
の
子
で
、

平
忠
盛
の
女
婿
で
あ
り
、
下
総
国
匝
瑳
郡
の
千
田
庄
領
家
と
し
て
下
向
し
て
い

た
千
田
判
官
代
親
政
（
雅
）
と
も
対
立
を
深
め
て
い
く
（『
吾
妻
鏡
』
治
承
四

年
〔
一
一
八
〇
〕
九
月
十
三
・
十
四
日
条
）。

　
『
平
家
物
語
』
巻
四
「
源
氏
揃
」
に
は
「
国
に
は
国
司
に
し
た
が
ひ
、
庄
に

は
領
所
に
つ
か
は
れ
、
公
事
・
雑
事
に
か
り
た
て
ら
れ
て
、
や
す
ひ
（
い
）
思

ひ
も
候
は
ず
」、『
延
慶
本
平
家
物
語
』
第
二
中
―
八
に
「
国
に
は
目
代
に
隨
ひ
、

庄
に
は
預
所
に
仕
公
事
雑
役
に
駈
り
立
て
ら
れ
て
夜
も
昼
も
無
安
事
」
と

（『
源
平
盛
衰
記
』
巻
十
三
「
高
倉
宮
廻
宣 

附
源
氏
汰
事
」
も
ほ
ぼ
同
文
）、
源

頼
政
が
以
仁
王
に
反
平
家
の
蜂
起
を
勧
め
る
際
の
情
勢
分
析
が
示
さ
れ
て
お
り
、

治
承
・
寿
永
内
乱
で
千
葉
常
胤
が
源
頼
朝
を
支
援
せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
追
い
込

ま
れ
た
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
紛
擾
の
出
発
点
と
し
て
相
馬

御
厨
事
件
、
天
養
前
後
の
係
争
に
留
意
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
み
た
い
。

17
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
第
三
本
「
七 

木
曾
義
仲
成
長
す
る
事
」

（
上
略
）
彼
義
賢
去
仁
平
三
年
夏
比
よ
り
上
野
国
多
胡
郡
に
居
住
し
た
り
け
る

か
、
秩
父
次
郎
大
夫
重
隆
が
養
君
に
な
り
て
武
蔵
国
比
企
郡
に
通
け
る
ほ
と
に
、

当
国
に
も
不
限
隣
国
ま
て
も
隨
け
り
。
か
く
て
年
月
を
ふ
る
ほ
と
に
久
寿
二
年

八
月
十
六
日
故
左
馬
頭
義
朝
が
一
男
悪
源
太
義
平
が
為
に
大
蔵
の
館
に
て
義

賢
・
重
隆
共
に
被
討
に
け
り
。（
下
略
）

18
『
台
記
』
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
十
月
十
三
日
条

伝
聞
、
下
野
守
源
義
朝
、
承
二

院
宣
一

、
為
レ

討
二

前
左
衛
門
尉
源
頼
賢
一

、
下
二

向

信
濃
国
一

云
々
。
義
賢
与
二

頼
賢
一

成
二

父
子
之
約
一

、
而
義
賢
為
二

義
朝
子
一

見
レ

殺
。

頼
賢
為
レ

報
二

其
仇
一

、
去
月
逃
二

信
濃
国
一

、
遂
侵
二

凌
院
御
荘
一

。
故
使
二

義
朝
一

討
レ

之
。（
下
略
）

　

そ
し
て
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
の
大
蔵
合
戦

で
あ
る
（『
台
記
』
同
年
八
月
二
十
七
日
条
、『
百
錬
抄
』
八
月
二
十
九
日
条
も

参
照
）。
史
料
17
に
よ
る
と
、
源
為
義
の
嫡
流
に
な
っ
て
い
た
義
賢
が
仁
平
三

年
（
一
一
五
三
）
頃
に
上
野
国
に
下
向
し
、
武
蔵
国
の
秩
父
重
隆
の
資
養
に
よ

り
勢
力
拡
大
を
推
進
す
る
と
、
秩
父
氏
の
内
部
対
立
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
坂

東
に
残
っ
て
い
た
義
朝
の
長
男
義
平
が
大
蔵
館
を
襲
撃
し
、
義
賢
・
重
隆
を
殺

（
34
）

（
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害
す
る
。
こ
の
時
に
義
賢
の
子
義
仲
は
二
歳
、
駒
王
丸
と
い
う
幼
名
で
あ
り
、

攻
撃
に
加
わ
っ
た
畠
山
庄
司
重
能
が
そ
の
殺
害
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
重
能
は
不

憫
に
思
い
、
長
井
庄
の
斎
藤
別
当
実
盛
に
付
託
、
実
盛
が
信
濃
国
の
在
庁
官
人

と
目
さ
れ
る
中
三
権
守
兼
遠
に
養
育
を
依
頼
し
て
、
木
曾
の
地
で
成
長
す
る
こ

と
に
な
る
（『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
六
「
木
曾
謀
叛
事
」）。

　

義
平
は
橋
本
遊
女
を
母
と
し
（『
尊
卑
分
脈
』
三
―
二
九
五
頁
）、
鎌
倉
悪
源

太
と
称
さ
れ
た
が
、『
清
和
源
氏
系
図
』〔『
続
群
書
類
従
』
五
上
〕
に
は
「
鎌

倉
腹
云
々
、
母
三
浦
大
介
義
明
女
」
と
あ
り
、
そ
の
当
否
は
措
く
と
し
て
、
大

庭
御
厨
事
件
に
よ
り
関
係
を
深
め
た
三
浦
氏
の
供
奉
を
受
け
て
い
た
ら
し
い
。

秩
父
氏
と
の
関
係
で
は
、
重
隆
の
父
秩
父
権
守
重
綱
の
妻
は
児
玉
党
有
道
経
行

の
女
で
、
こ
の
女
性
は
「
乳
母
御
前
」
と
称
さ
れ
、
義
平
の
乳
母
で
あ
っ
た
か

ら
、
義
平
も
秩
父
一
族
の
内
情
に
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
経
行
の
子
（
重
綱

の
父
武
綱
の
女
所
生
）
行
重
・
行
高
は
重
綱
の
養
子
に
な
っ
て
平
姓
を
名
乗
っ

て
い
た
か
ら
、
大
蔵
合
戦
は
重
綱
の
死
後
に
秩
父
氏
家
督
と
秩
父
氏
が
有
し
て

い
た
武
蔵
国
留
守
所
総
検
校
職
（『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
八
月
二
十
六
日
、
嘉

禄
二
年
四
月
十
日
、
寛
喜
三
年
四
月
二
・
三
十
日
、
貞
永
元
年
十
二
月
二
十
三

日
条
）
を
め
ぐ
っ
て
、
実
子
重
隆
―
源
義
賢
の
勢
力
と
養
子
の
有
道
姓
者
・
反

重
隆
の
兄
弟
―
源
義
平
の
勢
力
が
激
突
し
た
も
の
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

な
お
、
重
能
の
子
重
忠
は
治
承
・
寿
永
内
乱
の
当
初
は
平
家
方
と
し
て
頼
朝

の
蜂
起
に
対
峙
し
、
小
坪
坂
合
戦
で
三
浦
氏
に
敗
北
し
た
後
、
衣
笠
城
攻
撃
で

は
三
浦
大
介
義
明
を
戦
死
に
追
い
込
み
、
一
旦
は
三
浦
の
人
々
を
安
房
方
面
に

退
去
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
浦
氏
は
頼
朝
と
合
流
し
、
千
葉
常
胤
・
上
総

広
常
の
協
力
を
得
て
大
勢
力
と
な
り
、
武
蔵
国
に
進
撃
し
、
そ
の
際
に
重
忠
ら

秩
父
氏
一
族
は
帰
服
、
と
も
に
相
模
国
に
進
軍
し
て
鎌
倉
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
三
浦
一
族
と
畠
山
重
忠
に
は
な
お
遺
恨
も
残
り
、
こ
れ
が
元
久
二
年

（
一
二
〇
五
）
畠
山
重
忠
の
「
謀
叛
」
に
際
し
て
、
三
浦
義
村
が
二
俣
川
合
戦

で
の
重
忠
殺
害
、
さ
ら
に
重
忠
の
謀
殺
に
加
担
し
た
罪
で
秩
父
一
族
の
稲
毛
重

成
ら
を
討
滅
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
見
立
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

三
浦
氏
や
千
葉
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
確
立
し
、
国
衙
に
参
画
す
る
な
ど

地
歩
を
固
め
て
い
く
の
は
十
二
世
紀
前
半
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
各
地
の
武
者
の

定
着
が
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
陸
奥
国
南
部
の
大
和
源
氏
系
の
石
川
氏
や

海
道
平
氏
流
の
岩
城
氏
な
ど
の
事
例
に
よ
る
と
、
十
一
世
紀
後
半
の
第
一
世
代

の
次
に
、
十
二
世
紀
中
葉
の
第
二
世
代
の
段
階
で
複
数
の
家
系
に
分
か
れ
、
十

二
世
紀
後
半
〜
十
三
世
紀
前
半
の
第
三
・
四
世
代
で
は
急
速
な
一
族
の
村
々
へ

の
展
開
・
新
村
落
の
形
成
が
進
む
と
さ
れ
、
治
承
・
寿
永
内
乱
は
こ
の
第
三
・

四
世
代
の
時
期
で
、
一
つ
の
村
内
に
い
く
つ
か
の
家
の
所
領
が
入
り
組
ん
で
存

在
し
、
さ
ら
に
開
発
が
進
み
、
家
の
分
出
が
行
わ
れ
る
と
、
こ
の
状
況
は
ま
す

ま
す
拡
大
し
、
各
家
の
間
の
利
害
・
対
立
が
惹
起
さ
れ
て
、
大
き
な
争
乱
に
な

る
と
展
望
さ
れ
て
い
る
。
坂
東
に
関
し
て
も
こ
う
し
た
視
点
は
有
効
で
あ
り
、

や
は
り
天
養
事
件
を
め
ぐ
る
諸
相
が
さ
ら
な
る
争
乱
に
つ
な
が
る
諸
関
係
・
対

立
構
図
へ
と
展
開
す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
36
）

（
37
）

（
38
）



― 203 ―

「武者の世」の到来と国衙の諸相

三 

西
国
国
衙
の
動
向

　

寿
永
三
年
（
一
一
八
四
＝
元
暦
元
）
二
月
の
生
田
の
森
・
一
ノ
谷
合
戦
を
目

前
に
し
た
段
階
で
、
な
お
平
家
与
力
が
期
待
さ
れ
る
山
陰
・
山
陽
・
西
海
道
の

人
々
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
面
々
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

18
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
第
五
本
「
十
五 

平
家
一
ノ
谷
に
構
城
墩
事
」

 

（『
源
平
盛
衰
記
』
巻
三
十
六
も
ほ
ぼ
同
文
で
、〔 

〕
は
異
同
を
示
す
）

播
磨
国
に
は
津
田
四
郎
高
基
、
美
作
国
に
は
江
見
入
道
、
豊
田
権
守
、
備
前
国

に
は
難
波
次
郎
経
遠
、
同
三
郎
経
房
、
備
中
国
に
は
石
賀
入
道
、
建
部
〔
多
治

部
〕
太
郎
、
新
見
郷
司
、
備
後
国
に
は
奴
可
入
道
、
伯
耆
国
に
は
小
鴨
介
基
康
、

村
尾
海
六
成
盛
、
日
野
郡
司
義
行
、
出
雲
国
に
は
円
屋
〔
塩
冶
〕
大
夫
、
多
久

七
郎
、
浅
〔
朝
〕
山
・
木
須
幾
〔
記
次
〕・
身
白
が
一
党
、
富
〔
福
〕
田
の
押

領
使
、
横
田
兵
衛
惟
澄
、
安
芸
国
に
は
源
兵
衛
頼
房
、
周
房
〔
防
〕
国
に
は
石

国
源
太
維
道
、
野
介
太
郎
有
知
〔
朝
〕、
富
田
〔
周
防
〕
介
高
綱
、
石
見
国
に

は
安
主
大
夫
、
横
川
郡
司
、
長
門
国
に
は
郡
東
郡
司
季
〔
秀
〕
平
、
郡
西
大
夫

良
親
〔
近
〕、
原
宗
〔
厚
東
〕
入
道
武
通
〔
道
〕、
鎮
西
輩
に
は
菊
地
次
郎
高
直
、

原
田
大
夫
種
直
、
松
浦
太
郎
重
俊
、
郡
司
権
守
直
平
、
佐
伯
三
郎
維
康
、
坂
三

郎
惟
遠
、
左
原
太
郎
種
益
、
山
鹿
兵
藤
次
秀
遠
、
板
屋
〔
坂
井
〕
兵
衛
種
遠
。

　

こ
こ
に
は
権
守
・
介
、
安
主
（
案
主
）
や
押
領
使
な
ど
の
肩
書
、
大
夫
の
呼

称
等
、
国
衙
関
係
者
と
思
し
き
人
物
、
ま
た
郡
郷
司
な
ど
、
国
郡
機
構
に
関
わ

る
人
々
が
散
見
す
る
。
東
国
で
は
武
士
が
国
衙
に
参
画
し
て
在
庁
官
人
化
す
る

の
に
対
し
て
、
西
国
で
は
在
庁
官
人
が
武
士
化
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
古

く
か
ら
朝
廷
の
支
配
基
盤
で
あ
っ
た
西
国
に
お
け
る
武
家
社
会
の
出
現
は
、
前

章
で
見
た
坂
東
、
東
国
と
は
異
な
る
過
程
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
（
九
州
は
東

国
と
相
似
）。
史
料
18
の
人
々
が
す
べ
て
平
家
に
与
同
し
た
訳
で
は
な
い
が
、

出
雲
国
に
関
し
て
は
元
暦
元
年
五
月
日
梶
原
景
時
下
文
（『
平
安
遺
文
』
四
一

七
八
号
）
に
お
い
て
、
石
見
国
（
安
主
〔
案
主
〕
大
夫
と
見
え
る
藤
姓
益
田
氏

が
在
庁
官
人
の
中
心
）
に
対
し
て
、「
可
三

早
打
二

進
出
雲
国
謀
叛
輩
岐
須
木
次

郎
兄
弟
弐
人
・
横
田
兵
衛
尉
一

事
」
と
し
て
、「
健
児
・
非
違
両
直
押
領
使
・
御

家
人
・
在
庁
官
人
承
諾
、
打
二

越
出
雲
国
一
、
相
二

共
彼
国
人
・
御
使
一
、
不
日
可
二

推
進
一

」
こ
と
を
令
し
て
お
り
、
確
か
に
平
家
方
に
属
す
る
者
が
い
た
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
る
。

　

浄
土
宗
の
開
祖
法
然
は
長
承
二
年
（
一
一
三
三
）
の
誕
生
、
美
作
国
の
人
で
、

「
父
は
久
米
の
押
領
使
漆
の
時
国
」
と
い
い
（『
法
然
上
人
絵
伝
』、『
黒
谷
源
空

上
人
伝
』
な
ど
）、「
美
作
国
庁
官
」
と
す
る
史
料
も
あ
り
（『
源
空
聖
人
私
日

記
』）、
天
承
元
年
（
一
一
三
一
）
九
月
十
五
日
美
作
国
留
守
所
下
文
に
目
代
と

と
も
に
「
散
位
漆
―
―
」
と
署
名
が
あ
る
人
物
に
比
定
で
き
る
と
す
る
見
解
も

呈
さ
れ
て
い
る
。
時
国
の
家
系
は
仁
明
源
氏
の
源
年
が
美
作
国
に
配
流
に
な
り
、

久
米
押
領
使
神
戸
大
夫
漆
元
国
の
女
と
結
婚
、
漆
盛
行
と
改
名
し
、
盛
行
―
重

俊
―
国
弘
―
時
国
と
い
う
系
譜
で
あ
る
と
い
う
。
時
国
は
本
姓
で
あ
る
源
氏
を

誇
り
、
稲
岡
庄
の
預
所
明
石
の
源
内
武
者
定
明
（
伯
耆
守
源
長
明
の
嫡
男
で
、

堀
河
天
皇
の
滝
口
の
武
者
／
『
台
記
』
康
治
二
年
〔
一
一
四
三
〕
七
月
二
十
四

日
条
に
よ
る
と
、
父
定
国
が
滝
口
で
、
出
家
し
て
美
作
国
に
下
向
し
た
と
あ

る
）
と
紛
擾
に
な
り
、
法
然
が
九
歳
の
時
、
保
延
七
年
（
一
一
四
一
）
春
に
夜

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）
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討
ち
に
よ
り
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
（『
法
然
上
人
絵
伝
』）。

　

時
の
美
作
守
は
平
忠
盛
で
、
定
明
は
「
明
石
」
の
名
乗
り
か
ら
考
え
て
、
忠

盛
の
瀬
戸
内
海
の
海
賊
討
伐
に
関
係
す
る
人
物
で
、
平
氏
家
人
で
あ
っ
て
、
預

所
に
起
用
さ
れ
た
と
す
る
推
測
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
時
国
と
定
明
の
対
立
の
原

因
は
伝
承
的
要
素
が
大
き
く
、
不
明
の
点
が
多
い
が
、
時
国
が
在
庁
官
人
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
も
国
衙
と
庄
園
の
係
争
、
あ
る
い
は
平
氏
の
武
威
を
背

景
と
す
る
対
捍
、
国
守
の
家
人
と
在
庁
官

人
の
武
力
衝
突
と
い
っ
た
要
素
が
推
定
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
時
あ
た
か
も
天
養

年
間
よ
り
少
し
前
の
出
来
事
で
、
西
国
で

も
こ
う
し
た
紛
擾
が
発
生
し
て
い
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。

19
『
大
山
寺
縁
起
巻
』（
洞
明
院
本
）
三

十
七

近
衛
院
ノ
御
宇
、
康
治
三
年
（
一
一
四

四
）〈
甲
子
〉
正
月
十
七
日
事
始
メ
、
同

七
月
十
八
日
ニ
御
躰
供
養
ア
リ
。（
中
略
）

中
ニ
モ
小
鴨
庄
司
ト
聞
ヘ
シ
者
ハ
、
殊
更

先
師
ノ
大
檀
那
ト
シ
テ
、
山
里
坊
中
ノ
事

マ
デ
奉
行
シ
ケ
ル
ガ
、
当
時
故
ラ
威
勢
ヲ

播
シ
、
国
中
押
並
テ
傍
若
無
人
ニ
振
舞
ケ

レ
ハ
、
村
尾
又
権
ヲ
諍
ヒ
、
敵
人
ト
成
ル
。

事
ニ
フ
レ
遺
悔
多
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
鏡
明
房
ノ
為
ニ
モ
不
安
子
細
有
ケ
ル
故
ニ
、

佐
摩
党
ト
テ
武
勇
ノ
者
有
ケ
ル
ヲ
、
村
尾
相
語
テ
、
鏡
明
房
ヲ
討
テ
ゲ
リ
。

（
下
略
）

20
『
大
山
寺
縁
起
巻
』（
洞
明
院
本
）
四
十
一

　
　

 （『
伯
耆
大
山
寺
縁
起
』
七
十
段
〔『
続
群
書
類
従
』
二
十
八
上
〕
も
参

照
／
養
和
六
年
と
あ
る
）

当
国
ニ
ハ
村
尾
・
小
鴨
ト
テ
、
東
ヲ
固
メ
、
西
ヲ
守
ル
二
人
ノ
大
将
ア
リ
。
互

ニ
権
ヲ
諍
ヒ
、
所
々
ヲ
城
郭
ニ
構
ヘ
、
合
戦
更
ニ
不
絶
ケ
リ
。
村
尾
ハ
修
禅
房

ヲ
師
匠
ト
タ
ノ
ミ
、
小
鴨
ハ
月
光
坊
ノ
旦
那
也
。
中
南
両
院
、
又
事
ニ
触
テ
確

執
ス
ル
間
、
村
尾
カ
タ
メ
ニ
鏡
明
坊
被
討
後
、
小
鴨
其
宿
意
ヲ
含
テ
、
去
ル
養

和
元
年
（
一
一
八
一
）
二
月
廿
八
日
ノ
暮
ニ
、
宗
徒
ノ
兵
十
余
人
差
違
ヘ
畢
ン

ヌ
。
修
禅
坊
本
房
、
摩
尼
院
ト
云
所
ヘ
ヨ
セ
タ
リ
ケ
リ
。
人
静
リ
隙
ヲ
窺
ヒ
ケ

ル
ニ
、
修
禅
房
行
法
ノ
折
節
、
鈴
ノ
ヒ
ゞ
キ
耳
ニ
ト
ヲ
リ
、
肝
ニ
ソ
ミ
テ
不
得

進
ミ
。
面
々
ニ
心
ヲ
ハ
ゲ
マ
シ
テ
打
入
ン
ト
シ
ケ
レ
ト
モ
、
鈴
ノ
声
喧
ク
シ
テ
、

木
モ
草
モ
ハ
タ
メ
キ
、
五
鈷
三
鈷
錫
杖
ツ
フ
ヲ
レ
コ
ト
シ
、
身
ノ
毛
ヨ
ダ
チ
ケ

レ
ハ
、
弓
矢
ヲ
ス
テ
逃
走
ニ
ケ
リ
。

21
『
吉
記
』
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
八
月
二
十
日
条

（
上
略
）
風
聞
、
伯
耆
国
住
人
成
盛
〈
揖
梅
〔
称
海
ヵ
〕
六
、
先
年
為
二

基
保
一

被
二

滅
亡
一

者
也
〉
与
二

基
保
一

〈
称
二

小
鴨
介
一

〉
合
戦
。
基
保
被
二

追
落
一

、
死
者

不
レ

知
二

幾
千
一

。
出
雲
・
石
見
・
備
後
等
国
々
与
力
云
々
。

22
『
玉
葉
』
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
二
月
二
日
条

（
上
略
）
伝
聞
、
伯
耆
国
美
徳
山
有
下

称
二

院
御
子
一

之
人
上

、
生
年
廿
歳
、
未
二

元

（
43
）
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図２　紀姓村尾氏の系図
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服
一

云
々
。
件
宮
、
資
隆
入
道
外
孫
云
々
。
幼
稚
之
時
、
九
条
院
被
レ

奉
二

養
育
一

、

其
後
依
レ

無
二

衆
生
一

、
在
二

外
祖
父
家
一

。
然
間
、
生
年
十
五
之
年
、
無
音
逐
電
、

人
不
レ

知
二

其
意
趣
一

。
即
向
二

大
和
国
一

、
暫
隨
二

逐
二
川
冠
者
一

〈
其
時
称
二

成
親

卿
子
一

也
〔
云
々
〕〉。
其
後
到
二

伯
耆
大
山
一

、
次
移
二

住
美
徳
山
一

、
猶
称
二

成
親

卿
子
一

。
而
平
氏
被
二

追
落
一

之
後
、
顕
二

其
実
一

称
二

院
御
子
一

。
已
伐
二

取
伯
耆
半

国
一

、
海
陸
業
戌
〔
戍
ヵ
〕〈
彼
国
有
勢
武
勇
者
也
〉
奉
レ

付
レ

之
。
但
小
鴨
基
康

不
レ

従
云
々
。
又
美
作
国
小
々
打
取
了
。
昨
日
上
二

使
者
於
京
都
一

、
為
レ

入
二

院

見
参
一

云
々
。
奉
レ

仰
源
氏
相
倶
可
レ

伐
二

平
氏
一

云
々
。
事
次
第
奇
異
也
。
仍
為
レ

後
記
レ

之
。（
下
略
）

　

史
料
18
に
登
場
す
る
人
物
に
関
連
し
て
は
、
伯
耆
国
の
小
鴨
氏
と
村
尾
氏
の

対
立
が
知
ら
れ
る
。
小
鴨
氏
は
史
料
21
に
も
「
小
鴨
介
」
の
称
が
見
え
る
よ
う

に
、
国
府
所
在
の
久
米
郡
小
鴨
郷
を
拠
点
と
す
る
在
庁
官
人
の
上
首
者
で
あ
る
。

村
尾
氏
は
本
姓
紀
氏
、
小
野
宮
流
の
藤
原
資
頼
が
伯
耆
守
の
時
（
治
安
元
年

〔
一
〇
二
一
〕
〜
万
寿
元
年
〔
一
〇
二
四
〕）
に
対
捍
行
動
を
と
っ
た
紀
成
任

（『
小
右
記
』
治
安
三
年
八
月
八
・
九
日
条
）
を
曩
祖
と
し
、
西
部
の
日
野
郡
村

尾
の
地
を
苗
字
と
し
て
い
る
。
紀
成
盛
＝
村
尾
海
六
成
盛
は
「
会
東
郡
地
主
」

を
称
し
て
お
り
（『
平
安
遺
文
』
金
石
文
編
四
二
五
号
鳥
取
県
大
山
寺
鉄
製
厨

子
銘
／
承
安
二
年
〔
一
一
七
二
〕
十
一
月
二
十
日
）、
西
端
の
会
見
郡
域
を
拠

点
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
海
六
」
の
呼
称
に
関
連
し
て
は
、
伯
耆
国
の

海
部
氏
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
会
見
郡
に
は
安
曇
郷
が
あ
る
の
で
、
紀
氏

姓
村
尾
氏
は
こ
の
海
部
氏
と
合
体
し
て
勢
威
を
築
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
史

料
19
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
汗
入
郡
佐
摩
の
佐
摩
党
と
い
う
「
武
勇
ノ
者
」
と
も

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
広
く
西
伯
耆
に
基
盤
を
構

築
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

伯
耆
国
の
宗
教
勢
力
と
し
て
は
大
山
寺
の
存
在
が
大
き
く
、
大
山
寺
に
は
南

光
院
、
中
門
院
、
西
明
院
の
三
院
が
あ
っ
た
。
史
科
19
・
20
に
よ
る
と
、
村
尾

氏
は
南
光
院
修
禅
坊
を
支
持
し
、
小
鴨
氏
は
中
門
院
月
光
坊
と
師
檀
契
約
を
結

ん
で
い
た
。
南
光
院
と
中
門
院
は
常
に
対
立
関
係
に
あ
り
、
西
明
院
は
時
々
の

（
44
）

表１　村尾・小鴨両氏の動向と対立の軌跡
康平７年（1064）…紀成平が頭人として大山寺に奉幣
康治３年（1144）…村尾氏が佐摩党とともに鏡明房を討つ
承安２年（1172）…紀成盛が大山寺鉄製厨子銘を作成
養和元年（1181）…小鴨氏が修禅坊を攻撃しようとする
　　　　　　　　　※この時に海六成盛も攻撃され、敗退か
寿永元年（1182）…海六成盛と小鴨基保が合戦し、基保が敗退
　　　　　　　　　死者数千人。出雲・石見・備後からも与力あり
寿永３年（元暦元＝1184）
　２月２日… 美徳山に後白河法皇の皇子と称する者があり、海陸業

戍（海六成盛）が支援。既に伯耆半国を攻取するも、
小鴨基康は従わず

　２月７日… 生田の森・一ノ谷合戦時に伯耆国では小鴨介基康、
村尾海六成盛、日野郡司義行が平家方に期待される

　　　　　　　※ 『小鴨系図』では基康は兵糧を送っただけとい
い、また成盛が平家方の加担するのは？

建久元年（1190）… 海太成国（成盛の子か）が院召次陵轢により、
鎌倉に召下される

弘安６年（1283）…紀秀員が山田八幡宮の鐘を鋳造
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情
勢
に
よ
り
ど
ち
ら
か
と
結
託
し
た
と
い
い
、
大
山
寺
内
の
対
立
は
国
内
諸
勢

力
の
動
向
と
連
結
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
大
き
な
紛
擾
は
史
料

19
の
康
治
三
年
（
一
一
四
四
＝
天
養
元
）
の
出
来
事
で
あ
り
、
こ
れ
も
天
養
事

件
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
村
尾
氏
が
佐
摩
党

と
結
ん
で
、
小
鴨
氏
が
支
持
す
る
月
光
坊
門
徒
の
鏡
明
房
と
い
う
者
を
討
っ
た

と
あ
る
。
そ
の
後
の
紛
争
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
が
、
下
略
部
分
に
は
鏡
明
房

が
悪
霊
に
な
っ
て
佐
摩
党
の
人
々
を
取
り
殺
す
話
が
記
さ
れ
、「
サ
レ
バ
月
光

坊
ノ
悪
霊
ト
テ
于
今
崇
メ
貴
マ
ス
ト
云
事
ナ
シ
、
不
動
ノ
化
身
ト
コ
ソ
申
伝
ヘ

ケ
レ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

小
鴨
・
村
尾
両
氏
は
登
場
し
な
い
が
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
十
月
に
六

条
天
皇
の
大
嘗
会
召
物
徴
収
の
官
使
が
入
山
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た

（『
大
山
寺
縁
起
巻
』〔
洞
明
院
本
〕
三
十
四
）。
こ
れ
は
南
光
院
別
当
明
俊
が
引

き
入
れ
た
も
の
で
、
明
俊
は
「
出
雲
・
伯
耆
両
国
ノ
ツ
ハ
モ
ノ
ヲ
語
テ
、
数
千

騎
ノ
勢
」
と
河
村
郡
の
美
徳
山
の
勢
力
を
後
ろ
盾
に
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ

に
対
し
て
中
門
院
・
西
明
院
は
明
俊
の
討
滅
を
企
図
し
、
嘉
応
二
年
（
一
一
七

〇
）
四
月
に
合
戦
に
な
り
、「
中
門
五
十
余
人
ノ
悪
僧
等
・
数
百
騎
ノ
軍
兵
ト

合
戦
ス
、
非
可
向
面
ヲ
、
軍
兵
キ
リ
立
ラ
レ
テ
引
退
ク
、
勝
ニ
ノ
リ
南
光
院
ヘ

打
入
、
火
ヲ
放
テ
ケ
リ
。
南
光
院
、
又
中
門
ヘ
乱
入
テ
、
同
火
ヲ
カ
ケ
タ
リ
」

と
い
う
乱
戦
に
な
り
、
両
院
が
焼
失
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
中
門
院
・
西
明
院

は
南
光
院
に
加
担
し
た
美
徳
山
を
怨
み
、「
美
徳
山
ノ
子
守
・
勝
平
（
手
カ
）・

蔵
王
堂
大
堂
講
堂
清
涼
院
、
無
残
コ
ソ
焼
払
ヒ
ケ
リ
」
と
い
う
報
復
も
行
っ
て

い
る
。
南
光
院
側
の
「
ツ
ハ
モ
ノ
」
に
は
村
尾
氏
、
中
門
院
側
の
「
軍
兵
」
に

は
小
鴨
氏
の
存
在
が
推
察
さ
れ
、
こ
れ
も
紛
争
の
継
続
を
示
す
事
例
と
な
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
史
料
20
〜
22
の
治
承
・
寿
永
内
乱
に
関
係
し
た
対
戦
で
あ
る
。
ま

ず
20
で
は
19
の
村
尾
氏
に
よ
る
鏡
明
房
討
滅
に
対
す
る
報
復
と
し
て
、
小
鴨
氏

が
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
に
兵
十
余
人
で
修
禅
坊
の
本
房
の
摩
尼
院
で
行
法

中
の
修
善
房
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
修
善
房
の
法
力
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ

た
と
い
う
。
但
し
、
21
に
は
「
先
年
」、
つ
ま
り
20
の
段
階
で
村
尾
海
六
成
盛

が
小
鴨
介
基
保
（
康
）
に
よ
っ
て
「
滅
亡
」
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

「
滅
亡
」
は
敗
戦
の
謂
で
あ
る
も
の
の
、
こ
の
時
に
は
小
鴨
氏
が
村
尾
氏
に
打

撃
を
与
え
る
結
果
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
次
い
で
そ
の
21
は
寿
永

元
年
（
一
一
八
二
）
に
村
尾
氏
が
小
鴨
氏
と
合
戦
し
て
、
こ
れ
を
撃
破
し
た
と

あ
り
、
こ
の
紛
争
で
は
出
雲
・
石
見
・
備
後
等
の
国
々
が
与
力
し
た
と
い
う
か

ら
、
広
域
的
な
武
力
を
巻
き
込
ん
だ
大
々
的
な
戦
闘
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
一
進
一
退
の
激
闘
を
ふ
ま
え
て
、
22
で
は
後
白
河
院
の
落
胤
と
称

す
る
「
伯
耆
王
子
」
を
め
ぐ
る
対
立
に
な
っ
て
い
る
。
平
安
末
期
の
伯
耆
国
は

国
守
交
替
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
院
近
臣
受
領
の
時
に
は
西
伯
耆
で
院

領
庄
園
の
立
庄
が
活
発
で
あ
っ
た
。
平
時
忠
が
知
行
国
主
に
な
っ
た
時
点
で
平

氏
勢
力
の
影
響
が
浸
透
し
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
十
一
月
の
政
変
の
際
に

は
二
ヶ
月
間
だ
け
で
あ
る
が
、
清
盛
の
弟
忠
度
が
国
守
に
な
っ
て
お
り
、
在
庁

官
人
系
の
小
鴨
介
基
康
は
平
家
支
持
の
立
場
か
ら
か
、
こ
の
「
伯
耆
王
子
」
に

は
従
っ
て
い
な
い
。「
伯
耆
王
子
」
を
支
え
た
の
は
村
尾
海
六
成
盛
と
美
徳
山

の
勢
力
で
あ
り
、
22
に
よ
る
と
、
伯
耆
国
を
二
分
す
る
争
い
で
あ
っ
た
と
い
い
、

（
45
）
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「
伯
耆
王
子
」
側
は
美
作
国
に
も
進
出
す
る
勢
威
を
示
し
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
成
盛
は
明
確
に
反
平
家
活
動
を
展
開
し
て
い
た
か
ら
、
18
の
生

田
の
森
・
一
ノ
谷
合
戦
に
関
連
し
て
平
家
側
に
参
戦
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た

直
前
の
22
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
基
康
も
参
戦
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
伯
耆
国
で
の
戦
闘
は
周
辺
の
国
々
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
か

ら
、
こ
の
点
は
18
に
記
さ
れ
た
伯
耆
国
以
外
の
人
々
に
つ
い
て
も
該
当
し
、
18

は
あ
く
ま
で
平
氏
側
の
願
望
を
示
す
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
基
康
に
関

し
て
は
生
田
の
森
・
一
ノ
谷
合
戦
に
は
参
戦
せ
ず
、
兵
糧
を
送
っ
た
だ
け
と
す

る
史
料
も
あ
る
（『
小
鴨
系
図
』）。
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
五
月
三
十
日
六

波
羅
御
教
書
案
（『
鎌
倉
遺
文
』
二
五
八
五
二
号
）
で
は
日
野
氏
の
所
領
争
い

に
つ
い
て
、
小
鴨
左
衛
門
尉
に
御
教
書
が
下
さ
れ
る
と
い
う
活
動
例
が
知
ら
れ
、

小
鴨
氏
は
守
護
代
に
比
定
さ
れ
る
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
も
勢
威
を
維
持
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
小
鴨
氏
は
平
氏
と
の
関
係
を
う
ま
く
精
算
し
、
源
氏
方
に

つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
紀
姓
村
尾
氏
も
御
家
人
と
し
て
存
続
し
て

お
り
（『
吾
妻
鏡
』
建
久
元
年
六
月
二
十
七
日
条
）、
国
府
所
在
の
久
米
郡
に
ま

で
勢
威
を
及
ぼ
す
存
在
と
し
て
健
在
で
あ
っ
た
（『
鎌
倉
遺
文
』
一
四
八
〇
五

号
弘
安
六
年
〔
一
二
八
三
〕
三
月
十
五
日
紀
秀
員
鋳
鐘
願
文
／
久
米
郡
北
条
郷

山
田
八
幡
宮
の
椎
鐘
）。

　

以
上
、
西
国
の
伯
耆
国
の
事
例
を
検
討
し
た
。
治
承
・
寿
永
内
乱
期
に
関
し

て
は
そ
の
他
に
因
幡
国
の
在
庁
官
人
・
一
宮
宇
倍
社
の
神
職
で
あ
る
伊
福
部
臣

氏
、
安
芸
国
や
阿
波
・
讃
岐
・
土
佐
国
な
ど
に
つ
い
て
別
稿
に
て
考
察
を
試
み

て
い
る
が
、
鳥
羽
院
政
期
の
天
養
前
後
の
状
況
は
不
詳
で
あ
る
の
で
、
次
に
九

州
の
事
例
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

23
『
平
安
遺
文
』
四
七
一
九
号
久
安
元
年
（
一
一
四
五
）
肥
後
国
訴
状
案

①
﹇　
　

﹈
百
六
十
三
疋
五
丈
之
上
、
於
領
﹇　
　

﹈
後
、
前
前
司
秦
重
朝
臣

任
以
後
、
年
別
七
斗
甘
葛
汁
凡
不
二

進
済
一

、
為
二

極
訴
一

之
処
、
去
天
養
元
年

（
一
一
四
四
）
十
二
月
十
九
日
、
日
中
押
二

圍
貢
御
所
野
部
山
専
当
近
包
宿
所
一

、

運
二

取
貢
御
甘
葛
一

之
後
、
直
令
レ

殺
二

害
近
包
之
身
一

了
。
即
雖
二

訴
申
一

、
无
二

其

沙
汰
一

。
所
レ

行
之
旨
、
謀
殺
第
一
也
。
早
奏
二

聞　

公
家
一

、
欲
レ

被
レ

行
二

罪
科
一

矣
。
／
②
一
同
広
実
養
子
秀
実
射
二

危
目
代
一

、
射
二

傷
雑
色
貞
清
一

、
殆
及
二

死

門
一

事
。
大
将
軍
広
実
二
男
秀
実
、
郎
従
二
人
〈
彌
藤
次
、
内
五
男
〉、
残
十
余

人
〈
不
知
姓
名
〉。
追
取
馬
三
疋
、
綴
牛
皮
一
領
、
胡
録
一
腰
。
副
進
府
解
一

通
。
右
、
件
秀
実
、
於
二

国
庁
館
下
関
部
路
頭
一

、
数
度
射
二

危
目
代
両
人
一

、
希

有
存
命
。
又
射
二

傷
雑
色
海
貞
清
一

了
。
事
之
子
細
見
二

于
府
解
一

。
訪
二

之
古
今
一

、

未
二

曾
有
一

事
也
。
仍
奏
二

聞　

公
家
一

、
欲
レ

行
二

罪
科
一

矣
。
／
③
一
同
広
実
運
二

取
公
物
稲
千
束
・
米
十
六
石
一

事
。
詫
万
西
郷
木
部
保
司
訴
申
稲
六
百
余
束
并

八
代
北
郷
豊
福
保
内
封
納
稲
四
百
余
束
・
米
十
六
石
運
取
事
。
右
、
木
部
保
内

田
堵
市
丸
作
田
所
当
官
物
府
米
封
納
之
後
、
今
年
二
月
之
比
、
不
レ

憚
二

国
威
一

、

恣
所
二

運
取
一

也
。
又
豊
福
保
稲
事
、
去
二
月
卅
日
在
庁
解
・
官
使
等
申
文
明
白

也
。
凡
如
レ

是
公
物
押
取
之
条
、
古
今
未
二

曾
有
一

事
也
。
偏
国
中
濫
行
、
唯
在
二

広
実
一
人
一

。
仍
奏
二

聞　

公
家
一

、
欲
レ

懲
二

後
昆
一

。
／
④
一
田
口
新
大
夫
行
季

焼
二

掃
公
地
山
手
村
一

押
二

取
雑
物
一

旁
致
二

損
亡
一

事
。
与
力
人
、
僧
厳
仁
、
経
盛

男
高
三
太
郎
、
同
後
子
乗
月
房
。
右
、
件
行
季
背
二

伯
父
経
盛
沽
券
一

、
去
康
治

二
年
（
一
一
四
三
）
四
月
三
日
午
前
、
引
二

率
千
余
人
軍
兵
一

、
発
二

向
権
介
季

（
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宗
私
領
山
手
村
一

、
捜
二

取
内
財
雑
物
一

、
焼
二

掃
四
十
余
宇
之
在
家
一

、
恣
打
二

損

建
部
成
末
・
菅
野
為
国
一

、
所
二

追
取
一

女
六
人
也
。
損
亡
米
廿
五
石
二
斗
六

升
・
籾
十
五
石
・
稲
二
百
卅
五
束
・
大
豆
十
八
石
七
斗
二
升
・
小
豆
一
石
五
斗

五
升
・
喬
麦
一
石
七
斗
九
升
・
苅
稗
四
百
廿
束
・
苅
麦
四
十
五
束
・
胡
摩
六

升
・
塩
一
石
一
斗
六
升
・
軽
色
准
絹
八
千
二
百
八
十
九
疋
、
自
余
雑
物
不
レ

可
レ

勝
レ

数
。
又
去
年
内
検
之
間
、
乗
馬
一
疋
押
取
了
。
謂
二

其
直
法
一

、
既
五
百
疋

也
。
仍
奏
二

聞　

公
家
一

、
欲
レ

懲
二

傍
輩
一

矣
。
／
⑤
一
同
行
季
去
四
月
中
旬
打
二

凌
三

礫
国
使
権
介
近
依
一

、
殆
及
二

死
門
一

事
。
右
、
件
行
季
者
、
砥
川
大
夫
経
盛

之
甥
也
。
彼
経
盛
死
去
之
尅
、
為
二

官
物
之
弁
一

、
定
二

彼
近
依
一

入
向
之
日
、
田

口
大
夫
経
延
并
行
季
為
二

張
本
一

、
不
レ

論
二

是
非
一

、
所
レ

打
二

凌
三

礫
国
使
一

也
。

乍
レ

置
二

嫡
子
盛
延
一

、
巧
二

謀
計
一

、
企
二

非
論
一

之
条
、
左
道
第
一
也
。
狼
藉
之

至
、
何
事
如
レ

之
。
仍
奏
二

聞　

公
家
一

、
欲
レ

被
二

断
罪
一

矣
。〈
兼
又
行
季
所
二

運

取
一

之
国
庫
納
砥
川
官
物
米
四
十
三
石
五
斗
・
稲
千
八
百
八
十
八
束
、
可
レ

被
二

糺
返
一

也
。〉
／
⑥
一
久
万
郡
住
人
貞
倫
并
舎
弟
六
郎
重
平
等
、
追
二

掃
同
郡
住

人
守
高
城
内
一

、
押
二

取
種
々
雑
物
・
人
馬
一

、
虜
二

領
彼
所
レ

領
田
畠
一

事
。
与
力

人
、
日
向
国
真
幸
院
住
人
字
小
郡
司
貞
重
・
波
多
利
三
郎
別
当
正
晴
・
入
田
太

郎
貞
明
・
和
泉
比
草
次
末
平
・
草
藤
次
貞
守
、
当
国
住
人
八
代
藤
三
重
永
・
同

所
従
〈
字
四
郎
別
当
同
舎
弟
〉（
後
欠
）

　

史
料
23
は
前
後
欠
の
文
書
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
比
定
や
地
名
か
ら
肥
後

国
に
関
わ
る
も
の
と
目
さ
れ
、
六
項
目
（
以
上
）
の
紛
擾
が
記
さ
れ
て
い
る
。

①
に
は
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）、
④
に
は
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
の
年
紀

が
見
え
、
天
養
前
後
の
状
況
を
知
る
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
〜
③
に

関
与
す
る
広
実
は
、
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
正
月
十
八
日
肥
後
国
源
顕
実
山

地
寄
進
状
（『
平
安
遺
文
』
三
六
一
八
号
）
の
源
姓
木
原
氏
に
つ
な
が
る
人
物

に
比
定
さ
れ
、
②
の
「
将
軍
」
の
称
か
ら
見
て
、
相
当
数
の
軍
兵
を
率
い
る
一

国
棟
梁
へ
の
道
を
歩
む
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
期
の
肥
後
守
は
天
養
元
年

十
月
三
日
任
の
源
行
能
（
俊
国
）
が
知
ら
れ
（『
尊
卑
分
脈
』
三
―
五
二
八
頁
、

村
上
源
氏
顕
房
の
孫
）、
②
で
は
国
府
周
辺
で
の
目
代
襲
撃
、
③
で
は
国
衙
領

で
あ
る
保
の
官
物
掠
奪
が
指
弾
さ
れ
て
お
り
、
官
物
の
納
入
を
め
ぐ
っ
て
国
衙

と
広
実
の
一
族
が
対
立
す
る
様
相
が
看
取
さ
れ
る
。
②
に
「
同
広
実
」
と
あ
る

の
で
、
①
も
広
実
の
活
動
で
、
供
貢
の
甘
葛
汁
（
延
喜
主
計
上
式
に
は
肥
後
国

の
中
男
作
物
に
黒
葛
あ
り
）
を
め
ぐ
っ
て
貢
御
所
野
部
山
専
当
の
近
包
と
い
う

者
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
。「
前
前
司
泰
重
朝
臣
」
は
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）

正
月
二
十
四
日
任
の
高
階
泰
重
、
業
遠
―
成
経
―
泰
仲
―
重
仲
―
泰
重
―
泰
経

と
い
う
系
譜
（『
尊
卑
分
脈
』
四
―
一
二
三
頁
）
の
院
近
臣
で
、
肥
後
守
は
保

延
三
年
（
一
一
三
二
）
正
月
三
十
日
任
の
平
清
盛
、
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）

正
月
二
十
三
日
任
の
清
原
信
俊
と
続
く
が
、
こ
の
間
甘
葛
汁
の
進
済
が
な
か
っ

た
と
い
う
問
題
に
起
因
す
る
事
案
で
あ
る
ら
し
い
。

　

そ
し
て
、
④
・
⑤
が
菊
池
氏
の
関
係
者
の
動
向
で
あ
る
。
こ
こ
に
に
登
場
す

る
人
々
は
『
菊
池
系
図
』
に
は
見
え
な
い
が
、「
経
」
を
通
字
と
し
て
お
り
、

菊
池
氏
一
族
に
比
定
さ
れ
る
。
⑤
に
よ
る
と
、
砥
川
大
夫
経
盛
と
そ
の
嫡
子
盛

延
は
砥
川
の
地
の
官
物
を
国
衙
に
納
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
兄
の
田
口
大
夫
経

延
や
そ
の
子
田
口
新
大
夫
行
季
、
ま
た
経
盛
の
別
の
男
子
で
あ
る
高
三
太
郎
・

乗
月
房
ら
は
こ
れ
に
反
対
し
、
一
族
間
の
争
い
、
か
つ
国
衙
へ
の
対
捍
と
な
っ

（
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「武者の世」の到来と国衙の諸相

た
。
大
夫
を
名
乗
る
人
々
は
国
衙
へ
の
参
画
と
国
衙
領
経
営
の
委
任
が
推
定
さ

れ
、
④
で
は
田
口
行
季
が
千
余
人
の
軍
兵
を
引
率
し
た
と
あ
る
の
で
、
大
き
な

軍
事
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
④
に
お
い
て
は
在
庁
官
人
の
上
首

者
で
あ
る
権
介
季
宗
と
の
対
立
が
描
か
れ
て
い
る
。
季
宗
は
肥
宿
禰
姓
と
す
る

推
測
も
な
さ
れ
て
お
り
、
山
手
村
を
私
領
と
し
て
、
建
部
成
村
・
菅
野
成
末
な

ど
を
従
え
、
在
家
四
十
宇
以
上
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
相
応
の
武
力

を
保
持
す
る
存
在
と
目
さ
れ
る
。
肥
後
国
に
お
け
る
建
部
姓
者
は
飽
田
郡
の
郡

司
氏
族
と
し
て
知
ら
れ
（『
平
城
宮
木
簡
』
三
〇
〇
号
〔
天
平
三
年
〕、『
三
代

実
録
』
貞
観
三
年
八
月
二
十
一
日
条
）、
⑤
の
国
使
権
介
近
依
は
①
の
野
部
山

専
当
近
包
と
の
類
縁
関
係
が
推
定
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
こ
に
は
古
代
豪
族

の
系
譜
を
引
く
伝
統
的
な
在
庁
官
人
と
新
興
の
菊
池
氏
と
の
対
立
と
い
う
要
因

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

24
『 

平
安
遺
文
』
五
〇
七
五
号
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
十
二
月
肥
後
国
鹿
子

木
庄
雑
掌
成
安
解

肥
後
国
鹿
子
木
御
庄
雑
掌
成
安
解　

申
請　

勝
功
徳
院
政
所
裁
□
。
請
レ

被
下

殊

蒙
二　

恩
裁
一

免
除
上

、
且
為
二

阿
蘇
神
人
濫
行
一

、
且
依
菊
池
高
□
〔
直
ヵ
〕
不
レ

運
二

上
年
々
御
年
貢
米
一

未
﹇　
　

﹈。（
下
略
）

　

上
述
の
よ
う
に
、
源
姓
木
原
氏
は
十
二
世
紀
後
半
に
も
健
在
で
あ
る
が
、
菊

池
氏
も
史
料
18
に
登
場
す
る
菊
池
高
直
（
隆
直
）
が
「
菊
池
権
守
」
と
見
え

（『
玉
葉
』
治
承
四
年
〔
一
一
八
〇
〕
十
一
月
十
七
日
条
）、
平
家
方
の
期
待
に

反
し
て
、
在
庁
官
人
の
上
首
者
と
し
て
源
氏
方
と
し
て
活
躍
し
、
以
後
の
菊
池

氏
の
繁
栄
を
築
い
て
い
る
。
史
料
24
に
よ
る
と
、
国
衙
領
だ
け
で
な
く
、
鹿
子

木
庄
の
年
貢
進
上
も
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
庄
園
・
公
領
と
も
に

こ
う
し
た
武
勇
の
人
々
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、「
武

者
の
世
」、
地
域
社
会
を
担
う
存
在
と
し
て
の
武
家
の
地
位
が
確
立
し
て
い
く

と
展
望
さ
れ
る
。
史
料
23
の
⑥
で
は
ま
た
、
久
万
（
球
磨
）
郡
住
人
と
八
代
郡

や
日
向
国
真
幸
院
住
人
と
の
結
合
が
看
取
さ
れ
、
国
郡
域
を
越
え
る
広
範
囲
な

与
党
形
成
や
紛
擾
の
発
生
も
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
薩
摩
国
で
は
後
に
源
為
朝
を
婿
に
す
る
薩
摩
平
氏
阿
多
権
守
平
忠

景
の
活
動
も
、
こ
の
頃
か
ら
散
見
し
て
い
る
（『
平
安
遺
文
』
二
三
九
八
号
保

延
四
年
〔
一
一
三
八
〕
十
一
月
十
五
日
薩
摩
国
阿
倍
多
郡
司
平
忠
景
解
案
、
三

二
二
〇
号
応
保
二
年
〔
一
一
六
二
〕
五
月
十
五
日
大
隅
国
臺
明
寺
住
僧
解
、

『
山
槐
記
』
永
暦
元
年
〔
一
一
六
六
〕
七
月
八
日
条
、『
平
安
遺
文
』
四
一
〇
一

号
寿
永
二
年
〔
一
一
八
三
〕
八
月
八
日
島
津
庄
別
当
伴
信
明
解
な
ど
）。
保
元

の
乱
の
際
に
源
為
朝
に
は
二
十
八
騎
の
腹
心
が
あ
り
、
そ
れ
は
乳
母
子
の
箭
前

掃
の
須
藤
九
郎
家
季
と
そ
の
兄
で
山
法
師
を
還
俗
し
た
悪
七
別
当
、
打
手
の
城

八
、
手
取
の
余
次
三
郎
、
三
町
ツ
ブ
テ
の
紀
平
次
大
夫
、
止
矢
の
源
太
、
左
仲

二
、
大
矢
の
新
三
郎
・
同
四
郎
、
霞
五
郎
、
吉
田
太
郎
、
兵
衛
太
郎
な
ど
の

面
々
で
（『
保
元
物
語
』
上
「
新
院
御
所
各
門
々
固
メ
ノ
事 

付
ケ
タ
リ
軍
評
定

ノ
事
」）、
特
に
忠
景
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

忠
景
は
平
氏
専
制
下
に
筑
後
守
平
家
貞
に
よ
る
討
伐
を
被
り
、
貴
海
島
に
逃
げ

込
む
こ
と
が
あ
り
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
〔
一
一
八
七
〕
九
月
二
十
二
日
条
）、

ま
た
為
朝
の
子
義
実
が
源
義
経
に
加
担
し
て
薩
摩
方
面
に
逃
走
し
た
と
の
嫌
疑

を
か
け
ら
れ
て
お
り
、
中
央
の
源
平
両
氏
と
の
関
係
構
築
は
不
首
尾
で
あ
っ
た
。

（
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忠
景
は
大
隅
国
の
有
力
在
庁
官
人
税
所
氏
に
つ
な
が
る
檜
前
篤
房
と
結
託
し

て
、
臺
明
寺
の
寺
領
田
を
押
取
し
て
お
り
（『
平
安
遺
文
』
三
二
二
〇
号
）、
島

津
庄
別
当
で
、
相
撲
人
の
伴
信
房
と
争
い
（
四
一
〇
一
号
）、
ま
た
本
拠
地
で

あ
る
阿
多
郡
と
加
世
田
別
符
（
忠
景
の
弟
忠
明
が
別
府
氏
の
祖
）
の
境
界
に
立

地
す
る
持
躰
松
遺
跡
や
貴
海
嶋
と
の
関
係
か
ら
は
日
宋
貿
易
へ
の
関
与
も
窺
う

こ
と
が
で
き
、
地
域
を
超
越
し
た
幅
広
い
活
動
を
志
向
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

薩
摩
平
氏
は
肥
前
平
氏
か
ら
つ
な
が
っ
て
お
り
、
忠
景
の
父
良
道
（
行
道
）
が

「
薩
摩
国
住
人
平
行
道
、
依
レ

為
二

妹
夫
一

、
禰
寝
院
南
俣
令
二

譲
渡
一

由
無
実
」
と

指
弾
さ
れ
て
い
る
の
が
確
か
な
活
動
の
初
見
で
（『
平
安
遺
文
』
一
九
一
六
号

保
安
二
年
〔
一
一
二
一
〕
正
月
十
日
大
隅
国
権
大
掾
建
部
親
助
解
）、
忠
景
の

兄
弟
は
広
く
薩
南
の
地
に
拠
点
を
築
い
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
鳥
羽
院
政
期
に

そ
の
後
の
展
開
の
起
点
と
な
る
地
歩
を
得
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

大
宰
府
下
で
は
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
九
月
二
十
三
日
に
筥
崎
・
博
多
の

大
追
捕
（
大
索
）
で
検
非
違
所
執
行
の
大
監
種
平
・
季
実
ら
が
軍
兵
五
百
余
騎

を
引
率
し
て
お
り
（『
宮
寺
縁
事
抄
』
筥
崎
造
宮
事
）、
保
元
元
年
（
一
一
五

六
）
の
宇
佐
八
幡
宮
造
営
で
は
各
国
に
対
す
る
造
営
割
り
当
て
の
拒
捍
使
と
し

て
「
種
」
を
通
字
と
す
る
人
々
が
見
え
（『
平
安
遺
文
』
二
八
三
九
号
）、
保
元

の
乱
以
前
に
大
蔵
氏
流
に
よ
る
武
力
掌
握
の
体
制
が
確
立
し
て
い
た
（
季
実
は

『
平
安
遺
文
』
補
三
一
九
号
に
登
場
す
る
大
監
三
毛
大
夫
季
実
で
、
大
蔵
氏
流
、

「
大
将
軍
」
と
称
さ
れ
、
や
は
り
五
百
余
人
の
軍
兵
を
率
い
る
）。
永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
に
平
清
盛
の
家
人
筑
後
守
平
家
貞
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
日
向

太
郎
通
良
の
乱
に
関
し
て
は
、
追
捕
使
や
権
守
を
輩
出
す
る
兄
弟
の
幸
通
の
系

統
と
の
対
立
が
推
定
さ
れ
、
押
領
使
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
姓
高
木
氏
な
ど
の
動

向
と
も
ど
も
、
肥
前
国
で
も
武
力
の
対
立
や
濫
行
が
潜
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
う
し
た
情
勢
が
各
地
で
惹
起
し
て
い
た
と
い
う
点
で
鳥
羽
院
政
期
の
社

会
を
考
究
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
改
め
て
留
意
し
た
い
と
考
え
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

小
稿
で
は
「
武
者
の
世
」
の
到
来
の
前
段
階
と
し
て
、
十
二
世
紀
中
葉
の
鳥

羽
院
政
期
を
中
心
に
、
武
家
社
会
の
中
心
と
な
る
源
平
両
氏
や
東
国
・
西
国
の

い
く
つ
か
の
事
例
を
検
討
し
た
。
保
元
・
平
治
の
乱
や
治
承
・
寿
永
内
乱
に
つ

な
が
る
対
立
関
係
や
社
会
構
造
が
醸
成
さ
れ
た
時
期
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と

を
私
な
り
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

　

院
政
期
や
武
家
政
権
の
成
立
過
程
に
関
し
て
は
既
に
膨
大
・
精
緻
な
研
究
が

蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
屋
上
屋
を
架
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
格
的
な
武
家
社
会

の
成
立
の
様
相
に
つ
い
て
も
自
分
な
り
に
整
理
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
蕪

雑
な
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　

註

（
１
）
峰
岸
純
夫
「
鎌
倉
悪
源
太
と
大
蔵
合
戦
」（『
三
浦
古
文
化
』
四
三
、
一
九
八

八
年
）、
木
村
茂
光
「
大
蔵
合
戦
と
秩
父
一
族
」（『
河
越
氏
の
研
究
』
名
著
出
版
、

（
54
）

（
55
）
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「武者の世」の到来と国衙の諸相

二
〇
〇
三
年
）、
菊
地
伸
一
「
大
蔵
合
戦
と
畠
山
重
忠
の
乱
再
論
」（『
武
蔵
武
士
団

の
諸
相
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。
な
お
、
中
央
の
政
局
に
つ
い
て
は
、

河
音
能
平
「
ヤ
ス
ラ
イ
ハ
ナ
の
成
立
」（『
中
世
封
建
社
会
の
首
都
と
農
村
』
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）、
元
木
泰
雄
「
院
政
期
政
治
構
造
の
展
開
」（『
院
政
期

政
治
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）
拙
稿
ａ
「
武
蔵
国
足
立
郡
司
武
蔵
武
芝
と
そ
の
行
方
」（『
日
本
律
令
制
の
展

開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
ｂ
「
将
門
の
乱
と
藤
原
秀
郷
」（『
東
洋
大
学

文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
三
六
、
二
〇
一
一
年
）、
ｃ
「
純
友
の
乱
と
西
国
武
者
の

生
成
」（
同
三
三
、
二
〇
〇
八
年
）、
ｄ
「
刀
伊
の
入
寇
と
西
国
武
者
の
展
開
」（
同

三
四
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
３
）
拙
稿
ａ
「
源
頼
信
と
河
内
源
氏
の
展
開
過
程
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』

史
学
科
篇
三
九
、
二
〇
一
四
年
）、
ｂ
「
在
庁
官
人
と
中
央
出
仕
―
平
氏
家
人
の
動

向
を
中
心
に
―
」（『
海
南
史
学
』
五
二
、
二
〇
一
四
年
）、
ｃ
「
伊
賀
国
に
お
け
る

在
庁
官
人
の
動
向
と
平
氏
の
進
出
」（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
三
、
二
〇
一
七

年
）、
ｄ
「
余
五
将
軍
平
維
茂
の
軌
跡
」（
同
五
四
、
二
〇
一
八
年
）、
ｅ
「
源
頼
親

と
大
和
源
氏
の
生
成
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
三
、
二
〇
一
八

年
）、
ｆ
「
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
と
武
力
―
河
内
源
氏
と
地
域
権
力
の
様
相
―
」

（
同
四
七
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
。

（
４
）
拙
稿
ａ
「『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
』
と
因
幡
国
の
相
撲
人
」、
ｂ
「
古
代
土

佐
国
・
讃
岐
国
の
相
撲
人
」、
ｃ
「
古
代
常
陸
国
の
相
撲
人
と
国
郡
機
構
」、
ｄ
「
古

代
阿
波
国
と
国
郡
機
構
」（『
在
庁
官
人
と
武
士
の
生
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三

年
）、
ｅ
「
半
井
家
本
『
医
心
方
』
紙
背
文
書
と
国
司
の
交
替
」（『
東
洋
大
学
文
学

部
紀
要
』
史
学
科
篇
四
二
、
二
〇
一
七
年
）、
ｆ
「
真
上
勝
岡
異
見
」（
同
四
四
、
二

〇
一
九
年
）、
ｇ
「
安
芸
国
の
凡
直
と
国
郡
機
構
」（『
海
南
史
学
』
五
七
、
二
〇
一

九
年
）、
ｈ
「
清
胤
王
書
状
群
の
研
究
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
四

六
、
二
〇
二
一
年
）、
ｉ
「
尾
張
国
解
文
試
釈
」（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
七
、

二
〇
二
一
年
）、
ｊ
「
尾
張
国
解
文
と
郡
司
・
国
衙
官
人
」（『
白
山
史
学
』
五
七
、

二
〇
二
一
年
）
な
ど
。

（
５
）
元
木
泰
雄
『
武
士
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）、
野
口
実
『
源

氏
と
坂
東
武
士
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
６
）
浅
香
年
木
『
治
承
・
寿
永
の
内
乱
論
序
説
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一

年
）、
川
合
康
『
鎌
倉
幕
府
成
立
史
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

（
７
）
上
杉
和
彦
『
源
平
の
争
乱
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
宮
田
敬
三

『
源
平
合
戦
と
京
都
軍
制
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。

（
８
）
拙
著
『
古
代
豪
族
と
武
士
の
誕
生
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）。

（
９
）「
武
士
」
の
語
義
を
め
ぐ
っ
て
は
、
明
石
一
紀
「
将
家
・
兵
の
家
・
党
」（『
民

衆
史
研
究
の
視
点
』
三
一
書
房
、
一
九
九
七
年
）、
錦
織
勤
ａ
「
鎌
倉
幕
府
法
に
み

え
る
「
武
士
」
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
六
〇
八
、
一
九
九
九
年
）、
ｂ
「『
明
月

記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
「
武
士
」
の
語
義
に
つ
い
て
」（『
史
学
研
究
』
二
二
九
、
二
〇

〇
〇
年
）、
ｃ
「
平
安
期
「
武
士
」
表
」（
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
『
紀
要
』〈
地

域
研
究
〉
五
の
一
、
二
〇
〇
三
年
）、
ｄ
「
平
安
期
の
日
記
に
見
え
る
「
武
士
」
に

つ
い
て
」（『
史
学
研
究
』
二
四
一
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
も
参
照
。
な
お
、『
左
経

記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
二
月
十
七
日
条
に
「
令
三

瀧
口
等
射
定
二

其
能
不
一

〈
件
武
士
等
、
上
達
部
各
被
二

貢
挙
一

、
総
奉
試
廿
二
人
〉」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
滝
口

武
者
（
武
士
）
の
こ
と
で
あ
る
。

（
10
）
藤
田
佳
希
「
源
経
基
の
出
自
と
「
源
頼
信
告
文
」」（『
日
本
歴
史
』
八
〇
五
、

二
〇
一
五
年
）。

（
11
）
元
木
泰
雄
「
十
一
世
紀
末
期
の
河
内
源
氏
」（『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）。

（
12
）
武
芸
の
持
つ
こ
う
し
た
側
面
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
昌
明
『
定
本 

酒
呑
童
子
の

誕
生
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年
）、
野
口
実
『
伝
説
の
将
軍 

藤
原
秀
郷
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
関
幸
彦
「
王
朝
武
士
の
記
憶
」（『
武
士
の
原
像
』
吉
川
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弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
13
）
五
味
文
彦
『
武
士
と
文
士
の
中
世
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
）。

（
14
）
但
し
、
こ
の
「
武
士
」
や
「
武
芸
」
が
武
家
と
い
う
新
し
い
社
会
集
団
の
形

成
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
藤
田
佳
希
ａ
「
王
権
か
ら
見
た
武
士
」

（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
九
の
四
、
二
〇
一
四
年
）、
ｂ
「
武

士
と
六
芸
」（『
日
本
歴
史
』
八
五
五
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
15
）
元
木
泰
雄
『
河
内
源
氏
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
九
八
〜
一
〇
一

頁
は
、
資
通
は
義
親
の
子
為
義
の
乳
父
と
す
る
。
白
河
院
は
義
親
周
辺
者
に
よ
る
穏

便
な
措
置
を
施
そ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
に
反
す
る
結
果
に
な
り
、
義
親
は
温
情
に
期

待
し
て
隠
岐
配
流
を
受
け
入
れ
た
も
の
の
、
義
家
の
死
に
よ
っ
て
帰
京
の
見
込
み
が

な
く
な
っ
た
た
め
、
次
の
濫
行
に
及
ぶ
と
す
る
。
野
口
実
「
藤
原
秀
郷
と
秀
郷
流
武

士
団
の
成
立
」（『
中
世
の
北
関
東
と
京
都
』
高
志
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
一
八
頁
は
、

資
通
は
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
に
豊
後
権
守
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
自
ら
の
利
害

に
基
づ
い
て
主
体
的
に
濫
行
に
加
担
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
述
べ
る
。

（
16
）
元
木
註
（
11
）
論
文
。

（
17
）
小
野
真
嗣
「
後
三
年
合
戦
と
源
義
光
」（『
駿
台
史
学
』
一
四
六
、
二
〇
一
二

年
）、
佐
々
木
紀
一
「
源
義
忠
の
暗
殺
と
源
義
光
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大

学
紀
要
』
四
五
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
18
）
米
谷
豊
之
祐
「
源
為
義 

其
の
家
人
・
郎
従
の
結
集
・
把
持
」（『
院
政
期
軍

事
・
警
察
史
拾
遺
』
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
三
年
）、
川
合
康
「
横
山
系
図
と
源
氏

将
軍
伝
承
」（『
院
政
期
武
士
社
会
と
鎌
倉
幕
府
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
な

ど
。

（
19
）
土
田
直
鎮
「
公
卿
補
任
を
通
じ
て
見
た
諸
国
の
格
付
け
」（『
奈
良
平
安
時
代

史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）。

（
20
）
髙
橋
昌
明
『〔
増
補
改
訂
〕
清
盛
以
前
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
21
）
註
（
３
）
ｂ
拙
稿
。
な
お
、
備
前
守
時
代
の
事
績
と
し
て
、『
中
右
記
』
永
久

二
年
（
一
一
一
四
）
三
月
九
日
条
に
は
海
賊
追
捕
の
成
果
が
見
え
、
九
月
二
十
五

日
・
十
月
五
日
条
で
は
「
鎮
西
強
盗
」
と
称
さ
れ
る
濫
行
者
が
正
盛
の
居
所
に
庇
護

さ
れ
て
い
る
と
の
嫌
疑
が
記
さ
れ
て
お
り
、
西
国
で
の
基
盤
作
り
の
一
端
が
知
ら
れ

る
。

（
22
）
下
向
井
龍
彦
『
日
本
の
歴
史
』
07
武
士
の
成
長
と
院
政
（
講
談
社
学
術
文
庫
、

二
〇
〇
九
年
）
三
一
〇
〜
三
一
二
頁
。

（
23
）
元
木
泰
雄
『
藤
原
忠
実
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
24
）
元
木
泰
雄
「
源
義
朝
論
」（『
古
代
文
化
』
五
四
の
六
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
25
）
東
野
治
之
「
日
記
に
み
る
藤
原
頼
長
の
男
色
関
係
」（『
史
料
学
遍
歴
』
雄
山

閣
、
二
〇
一
七
年
）。

（
26
）
伊
勢
神
宮
膝
下
の
伊
勢
国
の
事
例
と
し
て
は
、
勝
山
清
次
「
伊
勢
神
宮
領
寛

御
厨
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
問
題
」（『
中
世
伊
勢
神
宮
成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
二

〇
〇
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
27
）
市
田
弘
昭
「
平
安
後
期
の
荘
園
整
理
令
」（『
史
学
研
究
』
一
五
一
、
一
九
八

一
年
）、
川
端
新
「
平
安
後
期
に
お
け
る
大
和
国
司
」（『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
二
〇
〜
三
二
一
頁
註
（
90
）
な
ど
。

（
28
）
元
木
註
（
24
）
論
文
五
頁
。

（
29
）
髙
橋
秀
樹
『
三
浦
一
族
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
四
五
〜
四

六
頁
。

（
30
）
森
幸
夫
「
大
庭
景
親
」（『
中
世
の
人
物 

京
・
鎌
倉
の
時
代
篇
』
第
二
巻
、
清

文
堂
、
二
〇
一
四
年
）、
鎌
倉
佐
保
「
荘
園
制
の
成
立
と
武
門
支
配
の
統
合
」（『
歴

史
学
研
究
』
八
四
六
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。
な
お
、
人
物
比
定
に
諸
説
が
あ
る
が
、

『
水
左
記
』
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
八
月
三
十
日
条
「
散
位
宣
基
来
語
云
、
相
模

国
脚
力
上
洛
申
云
、
彼
国
住
人
権
大
夫
為
季
与
二

押
領
使
景
平
一

、
今
月
十
日
比
合
戦
、

為
季
已
斬
二

景
平
首
一

了
云
々
。
因
レ

茲
景
平
一
族
発
二

数
千
軍
兵
一

、
更
攻
二

為
季
一

云
々
」
は
、
通
字
か
ら
三
浦
氏
と
大
庭
氏
の
対
立
と
す
る
理
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
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（
31
）
千
葉
氏
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
福
田
豊
彦
『
千
葉
常
胤
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
七
三
年
）
を
参
照
。

（
32
）
元
木
註
（
24
）
論
文
は
、
藤
原
親
通
一
族
は
摂
関
家
に
従
属
し
て
お
り
、
こ

の
時
点
で
は
義
朝
は
忠
実
の
権
威
を
利
用
し
て
親
通
を
封
鎖
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
、
ま
だ
全
面
的
に
鳥
羽
院
側
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
摂
関
家
の
内
部

対
立
の
進
行
に
留
意
す
る
と
、
親
通
は
忠
通
側
で
あ
り
、
鳥
羽
院
に
つ
な
が
る
勢
力

と
見
て
、
義
朝
も
父
為
義
と
は
別
の
選
択
を
し
て
、
鳥
羽
院
側
に
立
っ
て
い
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
33
）
元
木
註
（
５
）
書
、
野
口
註
（
５
）
書
。

（
34
）
こ
の
源
義
宗
は
佐
竹
義
宗
に
比
定
さ
れ
、
鎌
倉
幕
府
草
創
期
の
佐
竹
氏
討
伐

に
つ
な
が
る
対
立
の
淵
源
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
佐
々
木
紀
一
「『
平
家
物

語
』
の
中
の
佐
竹
氏
記
事
に
つ
い
て
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四

四
、
二
〇
〇
八
年
）、
野
口
実
「
東
国
武
士
の
実
像
」（
註
（
15
）
書
）
は
頼
義
の
弟

頼
清
流
の
人
物
に
比
定
す
る
の
が
よ
い
と
す
る
。

（
35
）
野
口
実
「
稲
荷
社
を
造
営
し
た
二
人
の
東
国
武
士
」（『
朱
』
四
三
、
二
〇
〇

〇
年
）
に
よ
る
と
、
千
葉
氏
は
代
々
世
襲
し
て
き
た
下
総
権
介
職
さ
え
、
一
族
の
海

上
氏
に
奪
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
お
り
、
千
田
判
官
代
親
政
も
千
田
・
匝
瑳

北
条
な
ど
に
分
立
し
て
い
た
原
・
金
原
氏
ら
の
両
総
平
氏
一
族
を
統
合
し
、
下
総
国

東
北
部
に
独
自
の
武
力
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
。

（
36
）
峰
岸
註
（
１
）
論
文
、
木
村
註
（
１
）
論
文
な
ど
。

（
37
）
野
口
実
「
鎌
倉
武
士
と
報
復
」（『
古
代
文
化
』
五
四
の
六
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
38
）
大
石
直
正
「
治
承
・
寿
永
内
乱
期
南
奥
の
政
治
的
情
勢
」（『
奥
州
藤
原
氏
の

時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
39
）
元
木
註
（
５
）
書
。

（
40
）
註
（
２
）
拙
稿
ｄ
、
註
（
４
）
拙
稿
ｆ
な
ど
。

（
41
）
そ
の
他
、
齋
藤
拓
海
ａ
「
備
後
国
の
平
氏
家
人
奴
可
入
道
西
寂
に
つ
い
て
」

（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
八
〇
、
二
〇
一
二
年
）、
ｂ
「
奴
可
入
道
西
寂
補
考
」

（『
史
人
』
六
、
二
〇
一
五
年
）、
ｃ
「
平
氏
家
人
周
防
国
岩
国
氏
に
つ
い
て
」（
同
七
、

二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
参
照
。『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
八
月
五
日
条

所
収
源
頼
朝
書
状
に
は
長
門
国
の
「
謀
反
人
豊
西
郡
司
弘
元
」
が
見
え
、
郡
東
・
郡

西
は
国
府
所
在
の
豊
浦
郡
が
東
西
分
割
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
42
）
湊
哲
夫
「
久
米
押
領
使
漆
間
時
国
に
つ
い
て
」（
津
山
郷
土
博
物
館
『
博
物
館

だ
よ
り
』
一
六
、
一
九
九
六
年
）。

（
43
）
苅
米
一
志
「
法
然
の
父
系
を
め
ぐ
る
神
話
的
要
素
」（『
日
本
歴
史
』
八
二
一
、

二
〇
一
六
年
）。

（
44
）
錦
織
勤
「
平
安
末
期
西
伯
耆
の
有
力
武
士
「
紀
成
盛
」
に
つ
い
て
」（『
鳥
取

地
域
史
研
究
』
五
、
二
〇
〇
二
年
）、
註
（
３
）
ａ
拙
稿
な
ど
。

（
45
）
保
立
道
久
『
義
経
の
登
場
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
四
年
）
序
章
。

『
吾
妻
鏡
』
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
六
月
二
十
三
日
条
に
見
え
る
「
平
泉
姫
宮
」

は
こ
の
王
子
の
姉
妹
で
、
二
人
は
藤
原
資
隆
の
女
八
条
院
右
衛
門
佐
と
後
白
河
院
と

の
間
に
誕
生
し
た
と
い
う
。
史
料
22
の
九
条
院
は
近
衛
天
皇
の
妻
九
条
呈
子
、
大
和

国
の
二
川
冠
者
は
大
和
源
氏
源
信
頼
で
あ
る
。

（
46
）
岡
村
吉
彦
「
鎌
倉
後
期
の
伯
耆
国
守
護
と
小
鴨
氏
」（『
鳥
取
地
域
史
研
究
』

一
、
一
九
九
九
年
）。

（
47
）
拙
著
『
平
安
時
代
の
国
司
の
赴
任 

『
時
範
記
』
を
読
む
』（
臨
川
書
店
、
二
〇

一
六
年
）、
註
（
４
）
拙
稿
ａ
・
ｂ
・
ｄ
・
ｇ
な
ど
。

（
48
）
年
次
比
定
お
よ
び
文
書
名
は
工
藤
敬
一
「
鳥
羽
院
政
期
肥
後
の
在
地
情
勢
」

（『
熊
本
史
学
』
五
〇
、
一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。

（
49
）
工
藤
註
（
48
）
論
文
、
森
本
正
憲
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
肥
後
地
方
の
情

勢
に
つ
い
て
」（『
古
代
中
世
史
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、
註
（
４
）

拙
稿
ｆ
な
ど
。

（
50
）『
国
司
補
任
』
第
五
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
年
）。
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（
51
）
工
藤
註
（
48
）
論
文
一
〇
二
頁
。

（
52
）
江
平
望
「
阿
多
忠
景
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
』
五
五
の
三
、
二
〇
〇
三
年
）、

野
口
実
「
鎮
西
に
お
け
る
平
氏
系
武
士
団
の
系
譜
的
考
察
」（『
増
補
改
訂
中
世
東
国

武
士
団
の
研
究
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
一
年
）、
日
隈
正
守
ａ
「
一
宮
制
成
立
過

程
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
西
南
地
域
史
研
究
』
八
、
一
九
九
四
年
）、
ｂ
「
平

安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
大
隅
国
正
八
幡
宮
の
禰
寝
院
支
配
」（『
鹿
児
島
大
学

教
育
学
部
研
究
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
六
一
、
二
〇
一
〇
年
）、
註
（
４
）
ｆ

拙
稿
な
ど
。

（
53
）
江
平
望
「
豊
後
冠
者
義
実
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』
五
〇
、

一
九
九
五
年
）、
清
水
亮
「
鎌
倉
幕
府
の
九
州
支
配
と
薩
摩
平
氏
」（『
兵
た
ち
の
時

代
』
Ⅰ
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
54
）
柳
原
敏
昭
「
平
安
末
〜
鎌
倉
期
の
万
之
瀬
川
下
流
域
」（『
古
代
文
化
』
五
五

の
二
、
二
〇
〇
三
年
）、
永
山
修
一
「
平
安
時
代
中
・
後
期
の
薩
摩
国
・
大
隅
国
と

南
島
」（『
先
史
・
古
代
の
鹿
児
島
』
通
史
編
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六

年
）、
拙
稿
「
唐
物
・
南
島
産
品
と
小
野
宮
流
・
御
堂
流
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀

要
』
史
学
科
篇
四
五
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。

（
55
）
森
本
正
憲
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
肥
前
地
方
の
情
勢
に
つ
い
て
」（『
日
本

中
世
史
論
攷
』
文
献
出
版
、
一
九
八
七
年
）、
小
川
弘
和
「
院
政
期
の
肥
前
社
会
と

荘
園
制
」（『
中
世
的
九
州
の
形
成
』
高
志
書
院
、
二
〇
一
六
年
）、
註
（
４
）
拙
稿

ｆ
な
ど
。
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“The coming of the world of samurai warriors” and 
some aspects of the provincial governors’ offi  ces

MORI, Kimiyuki

Abstract:

Zien,the Head Priest of Tendai who was descended from Sekkanke(the highest rank of 

the nobles of Fujiwara Family) said that after the death of ex-Emperor Toba on the 2nd of 

July in the 1st year of Hougen(1156A.D.) occurred the civil war of the Hougen era and came 

“the world of samurai warriors”. This is a really correct viewpoint of History as a person 

who lived in the last years of the Heian Period and the early years of the Kamakura Period. 

But samurai warriors are only warriors, good at military arts?

Before 1156A.D. they were constructing their territories in each area of this archipelago. 

So in this article I want to reveal how and when they evolved into the new governors’ 

groups. Chapter 1 explores Minamoto no Yoshiie who was thought to be the chief of 

samurai warriors. After the end of the Early Nine Years’ and the Next Three Years’ Battles 

how Yoshiie and Kawachi Genji struggled in Kyoto the Capital of Japan at that time, and 

how Ise Heishi Family(Taira Clan) appeared as a counterforce of Kawachi Genji.

Chapter 2 and 3 explore some aspects of the provincial governors’ offi  ces in the years 

of 1140s. In Bando area so-called Tenyo complications broke out in Sagami and Shimofusa 

Provinces. They were the cases of the battles between the evolving samurai warriors’ 

families and provincial governors who were connecting with another samurai warriors 

intervened by Minamoto no Yoshitomo(father of Yoritomo).

Looking at Saigoku area(western part of this archipelago) paralleling with Bando borke 

out similar complications. I address the cases of Houki and Higo Provinces in this research. 

In Houki Provice Murao Family who had power in the western part and Kokamo Fmimily 

who was the chief provincial offi  cer battled plural times. In Higo Province broke out 

complications between Kikuchi Family and provincial governors’ offi  ce. These cases are 

good examples for thinking about the total fi gure of this archipelago before the dawn of 

“the coming of the world of samurai warriors”.

「武者の世」の到来と国衙の諸相




